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ご注意 

 

1.本ソフトウェゕの著作権は、株式会社サトーにあります。 

2.本ソフトウェゕおよびマニュゕルの一部または全部を無断で使用、複製することはできません。 

3.本ソフトウェゕおよびマニュゕルは、本製品のソフトウェゕ使用許諾のもとでのみ使用することが  

できます。 

4.本ソフトウェゕおよびマニュゕルを使用した結果の影響については、一切責任を負いかねますので

ご了承ください。 

5.本ソフトウェゕの仕様およびマニュゕルに記載されている事柄は、将来予告なしに変更することが

あります。 

 

 

サトー、SATO ロゴ、FLEQV、e-Labe およびそのロゴは、サトーホールデゖングス株式会社の商標

または登録商標です。 

 

Microsoft、Windows は、米国 Microsoft Corporation の登録商標です。 

 

その他、記載されている会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。 

例やサンプルで使用している名称は、すべて架空のものです。実在する商品名、団体名、個人名とは

一切関係がありません。 

 

 

Copyright し 2018-2019 株式会社サトー
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1.e-Labe について 

e-Labe は、コンピュータでプリセットデータを作成するラベルデザン作成ツール e-Labe Designer

と、FX3-LX に登録されたプリセットデータを呼び出すプリセット発行ゕプリケーション e-Labe Print

の 2 つで構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォーマットフゔル（「F」マーク） 

レゕウト情報をゕーカブしたフゔ

ルです。 

FX3-LX の「内部共有ストレージ」＞

「SATO」＞「FormatFiles」フォルダに

コピーして読み込みます。 

プロジェクトフゔル（「P」マーク） 

レゕウトデータを管理するためのフゔ

ルです。 
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Windows コンピュータにンストールして使用します。コンピュータで印字メージを確認できる

ので、ラベルデザンを簡単に作成、編集することができます。作成したラベルデータを SATO App 

Storage などのサーバ経由や USB 経由で e-Labe Print に登録（プリセット）します。 

 

 

2.STD形式と PRO 形式について 

 e-Labe Designer(Ver.1.3.0.0 以上)では、2 つの形式から選択して作成可能です。 

 

・STD 形式：基本レゕウト／発行レゕウト用プロジェクト 

＜発行レゕウト＞ 

簡単に 1 ゕテム（1 枚）毎にラベルデザンをすることが可能です。 

ゕテム数が多くない場合に適しています。 

 

＜基本レゕウト＞ 

多数の発行レゕウトを、一括して生成することが可能です。 

テンプレートとして作成した基本レゕウトとゕテムデータを組み合わせて発行レゕウトを一括

して生成します。 

 

Designer の編集用フゔルであるプロジェクトフゔルや、Print で読み込む用のフォーマットフ 

ゔルはオレンジベースのゕコンです。 
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・PRO形式：呼出しテーブルプロジェクト 

STD 形式と比較してデータ容量が小さくサーバー経由でフォーマットのデータダウンロードの運用に

適しています。また、PRO 形式特有の上位機能も利用可能です。 

Designer の編集用フゔルであるプロジェクトフゔルや、Print で読み込む用のフォーマットフ 

ゔルは青ベースのゕコンです。 

 

 

 

 

※呼出しテーブルプロジェクトの詳しい説明については、「e-Labe 操作マニュゕル-PRO 形式-」をご

覧ください 

 

 

 

 

  

FX3-LX にンストールして使用します。e-Labe Designer で

登録されたデータを e-Labe Print で呼び出し、必要に応じて編

集して発行します。呼び出し方法は 5 種類の中からお選びくだ

さい。 
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2.セットゕップ 
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1.動作環境 

本製品は、以下の機器やソフトウェゕ環境で動作可能としております。当条件でご利用ください。 

 

項目 動作環境 備考 

OS 

Windows 10（32 ビット版／64 ビット版） 

Windows 8.1（32 ビット版／64 ビット版） 

Windows 7（32 ビット版／64 ビット版） 

Windows 10/8.1 はデスクト

ップゕプリケーションとして

動作します。 

 

64 ビット版の OS では、 

WOW64 （ Windows On 

Windows 64）の環境で動作し

ます。 

CPU 2GHz 以上（デュゕルコゕ以上推奨）  

メモリ 1024MB 以上の RAM  

ハードデゖスク 1GB 以上の空きスペース 
.NET Framework ンストー

ル済みの場合は 20MB 

画面解像度 
XGA(1024×768)以上 

SXGA（1280×1024）以上推奨 
 

外部ストレージ SATO App Storage TLS1.2 対応 

その他 Adobe Reader 10.1.4 以上 ヘルプフゔル表示 
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2.e-Labe Designer セットゕップ手順 

1.ンストール手順 

ンストール時は、Administrator 権限でログンしてください。 

e-Labe Designer の入手については、弊社ホームページのダウンロードサトからダウンロードいただく

か、販売店、またはデゖーラーにお問い合わせください。 

[弊社ホームページダウンロードサト] 

http://www.sato.co.jp/download/manual/printerdriver_utility/fx3-lx.html 

 

古いバージョンがンストールされている場合も、新しいバージョンを上書きンストールが可能です。 

 

1.e-Labe Designer の setup.exe をダブルクリックして、ンストーラを起動します。 

 

 

 

 

 

Microsoft .NET Framework 4.5 がンストールされていない場合、自動で Microsoft のンストー 

ラが起動します。画面指示にしたがってンストールを行ってください 

 

2.「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.「使用許諾契約書」の内容を確認し、「同意する」を選び、「次へ」をクリックします。 

使用許諾契約書はソフトウェゕの利用について重要な情報を記載しております。必ずご確認ください。 

 

 

http://www.sato.co.jp/download/manual/printerdriver_utility/fx3-lx.html
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4.ンストール先のフォルダを確認し、「次へ」をクリックします。 

ンストールフォルダを変更する場合は［参照］をクリックして、ンストール先のフォルダを設定し

ます。 

適用するユーザを限定する場合は、［このユーザーのみ］を選択します。 

「ユーザーゕカウント制御」が表示されたら、「許可」または「はい」を選択してください。 
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5.ウゖザードにしたがって操作を進めます。ンストール完了の画面が表示されたら、「閉じる」をクリ

ックして、ンストールを終了してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で e-Labe Designerのンストールは完了です。デスクトップにプログラムゕコンが表示されます。 
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ンストール後初回起動時の税率設定 

ンストール後初めて e-Labe Designer または e-Labe Designer で作成したプロジェクトフゔルを起

動する際は、ツールの税率設定画面が表示されますので、税率を確認し、変更がある場合は値を入力し OK

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】 

この画面で設定する税率は、新規にプロジェクトを作成

する際に適用される税率です。 

既存のプロジェクト内の税率を変更する為には、別途

「税率一括変更」等を行ってください。 

詳細は、本マニュアルの「21.税率の設定／変更方法」

をご確認ください。 
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2.ゕンンストール手順 

1.「コントロールパネル」を開きます。 

 

2.「プログラムと機能」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.ンストールされているプログラム一覧から、e-Labe Designer を選択し、「ゕンンストール」をク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.確認メッセージが表示されますので、「はい」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

クリック 

クリック 

画面はWindows 8のすべて

のコントロールパネル項目 
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3.e-Labe Printセットゕップ手順 

1.ンストール手順 

e-Labe Print ンストールフゔル（eLabePrint_X.X.X.spk）の入手については、弊社ホームページのダ

ウンロードサトからダウンロードいただくか、販売店、またはデゖーラーにお問い合わせください。 

[弊社ホームページダウンロードサト] 

http://www.sato.co.jp/download/manual/printerdriver_utility/fx3-lx.html 

 

 

1. e-Labe Print の eLabePrint_X.X.X.spk をパソコンにダウンロードします。 

 
2. コンピュータと FX3-LX を USB ンタフェースで接続します。 

3. FX3-LX のホーム画面上部を下にスワプします。 

ステータスバーが表示されます。 

 

 

 

 

 

4. ホーム画面上部をもう一度スワプします。 

クック設定パネルが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 「この端末を USB で充電」をタップします。 

スワプ 

http://www.sato.co.jp/download/manual/printerdriver_utility/fx3-lx.html
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6. 「フゔルを転送する」をタップします。 

 
FX3-LX がコンピュータに認識されます。 

 

7. コンピュータのエクスプローラから「PC」を開き、「デバスとドラブ」＞「FX3-LX-MX6DL」を

ダブルクリックします。 

Windows 10 を例にしています。OS によってはメニュー名が異なる場合があります。 

 

 
 

注意 

・ 初めて FX3-LX をコンピュータと接続すると、自動的にドラバのンストールがおこなわれま

す。このため、ゕコンが表示されるまで時間がかかる場合があります。 

・ 「FX3-LX-MX6DL」をダブルクリックしても中身が表示されない場合は、手順 2 からやり直して

ください。 

 

8. 「内部共有ストレージ」＞「Download」フォルダを選びます。 

     

 

9. ンストールフゔルを「Download」フォルダにコピーします。 
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10. FX3-LX のホーム画面の「ゕップデータ」ゕコンをタップします。 

 

 

 

11. 「eLabePrint_X.X.X.spk」にチェックを付け、「ンストール」をタップします。 

 

 

12. ンストール画面が表示されたら、「ンストール」をタップします。 
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13. 完了画面が出たら、「完了」をタップし、FX3-LX の「  」ボタンを押してホーム画面に戻ります。 

 
 

 

以上で、e-Labe Print のンストールは完了です。 

ホーム画面にプログラムゕコンが表示されます。 
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3.基本事項



22 

1.用語 

操作マニュゕル内で使用される用語について説明します。 

・プロジェクト 

e-Labe Designer で作成したデータの管理単位を意味します。 

作成したデータは、通常プロジェクトフゔル（拡張子”.seproz”）として保存されます。また、オプ

ションでフゔルをゕーカブ（圧縮）せずに保存する方法があります。その場合は、プロジェクト

フゔル（拡張子“.seproj”）と同名のフォルダ（フォルダ拡張子“.files”）で構成されます。 

この方法で保存した場合、フゔルの移動や、バックゕップの際にはこの 2 つをセットで操作して 

ださい。ゕーカブしていないプロジェクトフゔル、フォルダの名称を変更すると、作成したデー 

タが参照できなくなります。 

 

・フォーマットフゔル 

e-Labe Designer から出力した e-Labe Print 用のフゔル（拡張子”.sefmtz”）です。 

 

・オブジェクト 

ラベル上に貼り付けられる、文字、バーコード等の項目を意味します。 

一つのレゕウト上に最大 200 個のオブジェクトを貼り付けることが可能です。 

参照結合など複雑な操作を行った場合などには、200 個のオブジェクトを貼り付けられないこともあ

ります。 

 

・呼出しデータ 

 e-Labe Print でラベルを印刷するためのデータです。 

一つのプロジェクトあたり最大 5000 件の呼出しデータの登録が可能です。 

 

・呼出し No 

e-Labe Print でラベルデータを呼出すための番号です。1 から 9999 までの番号を設定できます。 

 

・発行レゕウト 

e-Labe Print から呼出し番号を指定して発行するためのデータです。 

 

・基本レゕウト 

発行レゕウト（呼出しデータ）をプリセットデータと組み合わせて作成するための、基となるレ

ゕウトです。基本レゕウトを直接呼出しデータとして使用することはできません。 
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・プリセットデータ 

基本レゕウトと組み合わせて、発行レゕウト（呼出しデータ）を作成するためのデータです。 

登録可能件数は、各プリセットデータの合計で 5000 件以内です。 

 

※発行レゕウト、基本レゕウト、プリセットデータの関係については、以下の図を参考にしてくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼出し№ 呼出し名 商品ｺｰﾄﾞ 保存方法 税込価格 

0001 生チョコビター 55555 1 540 

0002 トリュフ 61111 1 1080 

0003 トリュフベリー 61322 1 1080 

基本レゕウトの特定項目にプリセットデータを差し込んで展開した状態で

発行レゕウトが作成されます。 

プリセットデータ 基本レゕウト 

発行レゕウト 
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2.基本操作 

1.各種ボタンの表示について 

Designer の画面内の各ボタンをクリックすることで、様々な動作を実行します。 

各種ボタンの選択状態は以下のようになります。 

※背景色及び選択色は、お使いのパソコンの OS や設定によって異なる場合があります。 

 

オブジェクトバーの選択状態／非選択状態 

 選択状態 非選択状態 

 
  

 
 

 
 

      

 

 

 

 

 

 

ツールバーの選択状態／非選択状態 

 選択状態のボタン 非選択状態のボタン 

 
 

  
 

 

 

 

データウゖンドウの選択状態／非選択状態 

 選択状態のボタン 非選択状態のボタン 
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2.マウスカーソルについて 

Designer 内で表示されるマウスカーソルは、その時行える動作によって形状が異なります。 

※マウスカーソルの形状は、パソコンの設定によって異なる場合があります。 

 

通常時のカーソル・・・通常状態のカーソルです。 

オブジェクト貼り付け時カーソル・・・オブジェクトを貼付け準備ができた状態です。 

オブジェクト選択時カーソル・・・貼り付けたオブジェクトの位置を移動します。 

オブジェクトサズ変更時カーソル・・・オブジェクトのサズを変更します。 

 

 

選択状態のオブジェクトとオブジェクト選択時カーソル 

オブジェクト選択時には左図の様な薄ピンク色の枠線が表示されま

す。 

オブジェクト選択時のカーソルは、ドラッグでオブジェクトの位置が

移動できます。 

 

Ctrl キーを押しながらキーボードのカーソルキーを操作することでも、オブジェクトの移動ができます。 

 

 

選択状態のオブジェクトとサズ変更時カーソル 

オブジェクトの端にカーソルを移動すると、サズ変更時のカーソル

に変わり、ドラッグで、改行設定した文字列、バーコード、グラフゖ

ックなどの一部のオブジェクトのサズ変更が可能です。 
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3.画面構成について 

e-Labe Designer は、以下の画面構成になっています。 

画面構成内容は、表示の ON/OFF、ウゖンドウの移動で変更できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ ２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

［入力画面］をクリックすると表示が切り替わります。 

8 
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１．メニューバー 

作業中のウゖンドウで実行可能なメニューが表示されます。 

２．ツールバー 

よく使う機能をゕコン表示します。 

３．用紙回転ボタン 

用紙を回転させます。 

回転量は 0 度、90 度、180 度、270 度から選べます。 

４．オブジェクトバー 

デザンウゖンドウに貼りつけるオブジェクトを選択し、レゕウトを作成します。 

５．デザンウゖンドウ 

ラベルのレゕウトデザンをおこなうウゖンドウです。一度に 30 までウゖンドウを重ね

て表示できます。 

注意 

同時に多数のウゖンドウを開くと、コンピュータの動作が遅くなることがあります。 

６．プロジェクトウゖンドウ 

プロジェクト内のフゔルを表示します。右クリックで各データの操作ができます。 

７．データウゖンドウ 

選択中のオブジェクトの詳細を設定します。 

８．入力画面設計ウゖンドウ 

e-Labe Print の入力画面の設定を行います。［レゕウト］をクリックするとデザンウゖ

ンドウに戻ります。 

 

オブジェクト基点位置について 

選択状態のオブジェクトは、緑の■で基点位置を表示します。基点位置は、単一オブジェクトかグループ

化したオブジェクトかによって以下のようになります。 

単一オブジェクトの基点位置：オブジェクトを配置した時点での左上 

グループ化したオブジェクトの基点位置：オブジェクト全体の縦位置、横位置ともに最小値となる位置 
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4.ツールバー 

ツールバーのボタンはクリックすることで、以下の操作が可能です。 

 

 

 

 

 

ボタン 機能名 機能 

 新規作成 ファイルを新規に作成します 

 上書保存 ファイルを上書き保存します 

 サンプル取り込み サンプルフォルダにアクセスし、ファイルを取り込みます 

 ファイル追加 ツールの関連ファイルを取り込みます 

 プレビュー・ラベル印刷 印字プレビューの確認と、ラベルの印刷指示画面です 

 SD カード出力 作成したデータを SD カードに書込みます 

 元に戻す 操作を元に戻します（最大 10回） 

 やり直し 操作をやり直します（「元に戻す」を使用した場合、最大 10回） 

 切り取り 選択対象を切り取ります 

 コピー 選択対象をコピーします 

 貼り付け 選択対象を貼り付けます 

 ヘルプ ヘルプを表示します 

 
横位置 

選択中のオブジェクトの横位置を指定します 

数値を入力後、Enter キーで確定します 

 
縦位置 

選択中のオブジェクトの縦位置を指定します 

数値を入力後、Enter キーで確定します 

 左揃え 選択された複数のオブジェクトを左に揃えます 

 右揃え 選択された複数のオブジェクトを右に揃えます 

 左右中央 選択された複数のオブジェクトを左右中央に揃えます 

 左右均等揃え 選択された複数のオブジェクトの左右の位置を均等に揃えます 

 上揃え 選択された複数のオブジェクトの上を揃えます 

 下揃え 選択された複数のオブジェクトの下を揃えます 

 上下中央揃え 選択された複数のオブジェクトを上下中央に揃えます 

 上下均等揃え 選択された複数のオブジェクトの上下の位置を均等に揃えます 

 回転 選択されたオブジェクトを回転します 

 拡大 画面の表示を拡大します 

 縮小 画面の表示を縮小します 

 標準 表示サイズを標準に切り替えます 

 画面にあわせる 表示サイズを画面にあわせます 
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5.デザンウゖンドウ 

デザンウゖンドウでは、オブジェクトの貼り付け、サズ変更等の操作が可能です。 

各項目がどのような状態にあるのかを色や表示方法で確認することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

黒文字＋黄色背景： 

プリセットデータがセットできる項目で、固定の初期デ

ータがダミーで登録された項目です。 

青文字＋黄色背景： 

プリセットデータがセットできる項目

で、固定の初期値がセットされてい

ない項目です。 

赤文字： 

エラー状態の項目です。 

選択状態でカーソルを重ねると、エラーの詳細が表

示されます。 

グレー： 

印字しない項目です。 

データ： 

固定データ、及び初期データがセット

された項目です。 

（項目名）：データセット、及び発行時入力で初

期データがセットされていない項目です。また、枠の

サイズは「桁」で設定した文字数分の領域です。 

黒文字： 

固定データ項目です。 青文字： 

e-Labe Print での入力項目です。 
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6.入力画面設定 

e-Labe Print の入力順番の変更、編集結果項目の表示設定ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表示追加 

e-Labe Print で表示する項目を追加します。 

レゕウトで使用されている項目を項目名の列でリストから選択できます。 

 

・表示削除 

表示追加で追加した行を削除します。 

 

・上へ移動 

選択中の行をリストの一つ上の行に移動させます。 

 

・下へ移動 

選択中の行をリストの一つ下の行に移動させます。 

 

 

詳細 

・入力方法 

項目の属性を表示します。 

 入力…e-Labe Print で編集可能な項目です。削除することはできません。 

 参照…「表示追加」の操作で追加した項目です。e-Labe Print で値を表示します。 

 

・項目名 

レゕウト画面で設定した項目名が表示されます。参照項目の場合は、クリックすることでリストから項

目を選択することが可能です。 

 

・表示オプション 

e-Labe Print で漢字テーブル、店舗テーブル、グラフゖックテーブルを入力する際の表示形式を選択しま

す。未指定の場合は、e-Labe Print の設定に従います。 

 

・データ 

項目にセットされている値をサンプルとして表示します。 
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7.オブジェクトバー 

デザンウゖンドウに下記のオブジェクトを貼り付け、レゕウトを作成していきます。 

 

選択：デザン画面上のオブジェクトを選択します。 

 

 

文字列：文字オブジェクトを貼り付けます。 

 

価格：価格オブジェクトを貼り付けます。税計算や割引計算設定などが可能です。 

 

バーコード：バーコードオブジェクトを貼り付けます 

 

日時：日時オブジェクトを貼り付けます 

 

連番：連番オブジェクトを貼り付けます 

 

固定グラフゖック：固定グラフゖックオブジェクトを貼り付けます 

 

切替グラフゖック：切替グラフゖックオブジェクトを貼り付けます。 

 

罫線：罫線オブジェクトを貼り付けます 

 

枠線：枠線オブジェクトを貼り付けます 

 

表：表オブジェクトを貼り付けます 

 

バーコードウゖザード：バーコード作成ウゖザード画面を表示します。 

 ウゖザードの手順に沿って、簡単な操作で複雑な構成のバーコードを作成するこ

とができます。  

 対象バーコード・・・JAN13、JAN13 価格 CD、JAN8 
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8.プロジェクトウゖンドウ 

プロジェクト内に存在するフゔル一覧を表示、操作する部分です。 

レゕウトをデザン画面に表示すると、プロジェクトウゖンドウ内のレゕウトゕコンに+マークが

表示され、レゕウト上の各オブジェクトをツリー形式で確認できます。デザン画面だけでなく、ツリ

ー形式で表示されたオブジェクトも選択（✔が付いた状態）、グループ化などの操作が可能です。Shift キ

ーを押しながらクリックすることで、複数オブジェクトの選択も可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下の種類のフゔルの表示と操作が可能です。 

種類 メニュー 詳細 

プロジェクト 

グループ新規作成 発行レイアウトグループの新規作成 

基本レイアウト新規作成 基本レイアウトの新規作成 

プリセットデータ新規作成 プリセットデータの新規作成 

発行レイアウト新規作成 発行レイアウトの新規作成 

グラフィック新規作成 グラフィックの新規作成 

外字新規作成 外字の新規作成 

設定 プロジェクトの動作 

基本レイアウト群 
新規作成 基本レイアウトの新規作成 

貼り付け※2 切り取り、コピーした基本レイアウトの貼り付け 

基本レイアウト 

開く 基本レイアウト編集画面を開く 

外部データ取り込み定義 外部データ取り込み定義画面を開く 

外部データ取り込み 外部データの取り込みとレイアウト生成画面を開く 

プリセットデータ新規作成 プリセットデータを新規に作成する 

データセット表示順定義 プリセットデータ表示順変更定義画面を開く 

各項目にフォーカスを当て 

右クリックをすると、フゔル操作メ

ニューを表示できます。 
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種類 メニュー 詳細 

基本レイアウト 

切り取り 基本レイアウトの切り取り 

コピー 基本レイアウトのコピー 

削除 基本レイアウトの削除 

設定 基本レイアウトのレイアウト設定画面を開く 

プリセット 
開く プリセットデータ登録画面を開く 

削除 プリセットデータの削除 

発行レイアウト群 
フォルダー新規作成 発行レイアウトフォルダーの新規作成 

貼り付け※2 発行レイアウトフォルダーの貼り付け 

発行レイアウトフォルダー 

※1 

発行レイアウト新規作成 発行レイアウトの新規作成 

切り取り 発行レイアウトフォルダーの切り取り 

コピー 発行レイアウトフォルダーのコピー 

貼り付け※2 切り取り、コピーした発行レイアウトの貼り付け 

削除 発行レイアウトフォルダーの削除 

発行レイアウト 

開く 発行レイアウト編集画面を開く 

切り取り 発行レイアウトの切り取り 

コピー 発行レイアウトのコピー 

削除 発行レイアウトの削除 

設定 発行レイアウト設定画面を開く 

オブジェクト 

切り取り オブジェクトの切り取り 

コピー オブジェクトのコピー 

貼り付け オブジェクトの貼り付け 

削除 オブジェクトの削除 

セルを結合 表のセルを結合 ※表オブジェクトのみ 

セルを分割 表の結合したセルを分割 ※表オブジェクトのみ 

行の高さを均等にする 表の行の高さを均等にする ※表オブジェクトのみ 

列の幅を均等にする 表の列の幅を均等にする ※表オブジェクトのみ 

グループ化 オブジェクト同士をグループ化 

最前面に移動 オブジェクトを最前面に移動 

最背面に移動 オブジェクトを最背面に移動 

前面に移動 オブジェクトを 1 つ前面に移動 

背面に移動 オブジェクトを 1 つ背面に移動 

オブジェクト種変更 オブジェクト種を別の種類に変更 

※文字列、価格、日時のみ 

テーブル群 
テーブル新規作成 テーブルの新規作成 

貼り付け※2 切り取り、コピーしたテーブルの貼り付け※3 

テーブル 

（漢字テーブル・店名テーブ

ル） 

開く テーブル編集画面を開く 

コピー テーブルのコピー  

グラフィックテーブル 

開く グラフィックテーブルを開く 

切り取り グラフィックテーブルの切り取り 

コピー グラフィックテーブルの他のプロジェクトファイルへのコピー 

削除 グラフィックテーブルの削除 

呼出しグラフィック群 新規作成 グラフィックの新規作成 
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種類 メニュー 詳細 

呼出しグラフィック群 貼り付け※2 切り取り、コピーしたグラフィックの貼り付け 

グラフィック 

開く グラフィックの編集画面を開く 

切り取り グラフィックの切り取り 

コピー グラフィックのコピー 

削除 グラフィックの削除 

外字群 
外字の新規作成 外字ファイルの新規作成 

貼り付け※2 切り取り、コピーした外字ファイルの貼り付け 

外字 

開く 外字編集画面を開く 

切り取り 外字ファイルを切り取り 

コピー 外字ファイルをコピー 

削除 外字ファイルを削除 

 

 

 

 

注意 1：発行レゕウトフォルダーは「基本レゕウトから生成されたフォルダー」（ゕコン： ） 、

「発行レゕウト個別のフォルダー」（ゕコン： ） の

2 種類があります。上記※１の全ての操作ができるのは、「発

行レゕウト個別のフォルダー」です。 

 

 

 

 

 

 

 

注意 2：貼り付け操作を行う場合は、一段上の階層、例えば、発行レゕウトフゔルをコピー、貼り付

けする場合は、発行レゕウトフォルダーを選択した状態で貼り付けができます。 

 

注意 3：コピー対象のテーブルと同じテーブル No.が付与されているテーブルが、貼り付け先のプロジェ

クトフゔルに存在する場合は、貼り付けが出来ません。 
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表示の切り替え 

プロジェクトウゖンドウではプロジェクトのツリー表示以外にも、レゕウトやテーブルなどの種類ごと

に表示することが可能です。 

 
クリックでメニューを表示 

表示したい種類をクリック 
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9.座標単位 

レゕウトの座標や長さの単位を「mm」、「dot」、「inch」から選択します。 

選択した単位はツールとして保持するため、すべてのプロジェクトフゔルに適応されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各項目にフォーカスを当て 

右クリックをすると、ファイル操

作メニューを表示できます。 
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4.基本設定 
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1.プロジェクト選択 

e-Labe Designer 起動時の画面です。 

新規で作成するか、既存のプロジェクトフゔルを指定するかを選択します。 

 

・新規作成 

フゔルを新規に作成します。 

 

・参照 

既存のフゔルを参照します。 

 

・キャンセル 

選択画面を終了します 
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2.プロジェクト種類 

作成するプロジェクトの種類を選択します。 

本画面は、ツール設定のオプションで「プロジェクト新規作成時に STD 形式／PRO 形式の選択肢を表示

する」を ON にしている場合に表示されます。 

 

・プロジェクトの種類選択 

「STD 形式」か「PRO 形式」のどち

らかを選択します。 

 

「STD 形式」を選択した場合は、更

に「基本レゕウト」か「発行レ

ゕウト」を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ このマニュゕルは、STD 形式選択時に基づいたマニュゕルです。 

呼出しテーブル用プロジェクトのマニュゕルは「e-Labe Designer 操作マニュゕル（PRO形式編）」

をご参照ください 
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3.用紙設定 

使用する用紙の種類、センサタプ、用紙サズを設定します。 

プロジェクト設定画面での設定は、以降の新規レゕウト作成時の初期値となります。 

 

・用紙の選択 

使用する用紙を選択します※1 

ノンセパ用紙をご利用の場合は、ノンセパを

選択してください。 

 

・センサタプ 

使用するセンサタプを選択します※2 

 

・用紙サズ 

使用する用紙サズを入力します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1:用紙選択のリストには、設定されたプリンタで使用される一般的な用紙が予め登録されています。 

フリー以外の用紙を選択すると、センサタプ、用紙サズが自動的に反映されます。 

これらの用紙を選択後に、センサ種、用紙サズを変更することは可能です。 

 

 

※2 センサタプは以下の 6 種類から選択します。 

  ・バーラベ固定ラベル 

・バーラベフリーラベル *通常はこのラベルを使用します 

・プチラパンラベル 

・ジャーナル紙（用紙サズ優先） 

・ジャーナル紙（印字位置優先） 

・プリンタ設定値を使用する

縦 35mm×横 40mm を選択時すると・・・ 

センサタイプ：バーラベフリーラベル 

用紙サイズ：縦 35mm  横 40mmが 

自動的に反映されます 
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1.詳細設定 

プリンタ動作の詳細を設定します。 

プロジェクト設定画面での設定は、以降の新規レゕウト作成時の初期値となります。 

 

・印字速度指定 

スラドバーをマウスドラッグで動

かして、プリンタの印字速度を指定し

ます。 

チェックボックスにチェックが入っ

ていない場合は、プリンタ本体の設定

が有効になります。 

 

・印字濃度指定 

スラドバーをマウスドラッグで動

かして、プリンタの印字濃度を指定し

ます。 

チェックボックスにチェックが入っ

ていない場合は、プリンタ本体の設定

が有効になります。 

 

・ラベルギャップ 

（ラベル選択時のみ設定可） 

ラベルの縦、横のギャップサズを指

定します。ノンセパを選択した場合は、

無効となります。 

 

・印字補正 

レゕウトの全体的な印字補正値を設定します。 

 

 

・仕分マーク（設定不可） 

 

・カッタ動作 

カット方法を指定します。 

プリンタ本体をハクリ設定にした場合は、カッタ動作なし（連続発行）に設定を変更してください。 

 

・指定枚数 

指定枚数カット選択時に、何枚ごとにカットするかを設定します。 

 

・カット位置（設定不可） 

 

・排出カット  

印字終了後に排出カットを行うかどうかを設定します。 

 

・用紙方向 

用紙の排出方向を指定します。 
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4912345678904 

補正前 印

字

方

向 

\12,600 
4912345678904 

印

字

方

向 

\12,600 

2.用紙設定用語解説 

 

・ラベルギャップとは  

 

左・右（横） 

ラベルの台紙の端からラベルまでの距離です。 

 

 

 

縦 

前のラベルの終わりから次のラベル始めまでの距離です。 

※左・右：1.5mm、縦：3mm がサトーの標準的な値です。 

 

 

 

・印字補正とは 

全体の印字位置を補正します。 

用紙セットが正しく行われているにも関わらず、想定される位

置よりずれて印字されてしまった場合、補正値を入力すること

で、印字位置を調整することができます。 

左の様な場合、縦は〒（プラス）値で下へ、〓（マナス）値

で上へ、横は〒（プラス）値で右へ、〓（マナス）値で左へ

移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・排出カットとは 

印字終了時にプリンタ内部にある「印字された用紙」を紙送りし、カットする機能です。

補正後 
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4.レゕウト種設定 

新規に作成するレイアウトの種類を選択します。 

プロジェクト設定画面での設定は、以降の新規レイアウト作成時の初期値となります。 

既に作成された発行レイアウトを基本レイアウトに変更する場合は、「ファイル」＞「基本レイアウトに変換」から操作してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

今後この画面を表示しないにチェックすると、新規

プロジェクト作成時に、選択画面が表示されませ

ん。 
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5.税率・値引率設定（レゕウトデフォルト設定） 

レゕウトの価格項目の計算方法を税計算にするか、割引計算にするかを選択し、それぞれの税率、値引

き率の値を設定します。 

１つのレゕウトで、税計算か割引計算かどちらかの計算設定を行うことができます。 

本画面で設定した値は、新規レゕウト作成時の初期値に反映されます。既存レゕウトの値を変更する

場合は各レゕウトの「レゕウト設定」で値を変更してください。 

 

・税率 

レゕウト内の価格項目で、税率計算設定が

可能になります。 

この設定により、 

①入力した値を本体価格として、 

税込み価格、税価格値の算出 

②入力した値を本体価格として小数点以下

2 桁まで税込み計算を行い、 

税込み価格の整数部、税込み価格の小数部の

算出 

③入力した値を税込み価格として、 

本体価格、税価格値の算出 が行えます。 

 

 

・共通設定の税率を参照（チェックボックス） 

プロジェクト設定の共通設定で設定されている税率を使用する場合にオンにします。 

 

・複数税率を指定 

税率１、税率２を使用する場合にオンにします。 

 

・税率１、税率２ 

「共通設定の税率を参照」がオフの場合にここで入力した税率で計算します。 

「複数税率を指定」がオンの場合に税率２も有効になります。 

 

・割引率 

レゕウト内の価格項目で、割引率計算設定が可能になります。 

この設定により、入力した値を値引き前価格として、値引き後価格、値引き額の算出が行えます。 
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6.共通税率設定（プロジェクト設定） 

プロジェクト設定の共通設定タブでプロジェクト内の税率を設定します。 

この税率を参照する場合は、レゕウト設定の税率・値引率設定で「共通設定の税率を参照」チェックボ

ックスをオンにします。 
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5.データウゖンドウ解説
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1.フゔルプロパテゖ 

1.プロジェクト 

プロジェクト情報の設定を行う画面です。 

プロジェクト全体の設定や、新規レゕウト作成時の初期値を設定できます。 

 

・プロジェクト名 

保存したフゔル名をプロジェクト名として表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・プロジェクト設定（ボタン） 

プロジェクト設定画面を開きます。 

プロジェクト全体の設定を変更する画面です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・データ出力オプションタブ ※この機能は管理者用です 

データ出力時のオプションを設定する画面を開きます。 

e-Labe Print の過去のバージョンに適合したデータを出力するための機能です。 

 

・機能オプションタブ  

プロジェクト全体のオプションを設定する画面を開きます。 

 

・共通設定タブ  

プロジェクト全体の共通設定画面を開きます。 
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・周辺機器連携タブ [e-Labe Print バージョン 1.5.0以上で有効]  

周辺機器連携画面を開きます。 

「周辺機器への接続を許可」のチェックを ON にしてデータ出力したフォーマットフゔルは、e-Labe 

Print で周辺機器接続有効のフォーマットフゔルとして認識されます。 

 

 

・レゕウトデフォルト設定（ボタン） 

レゕウトデフォルト設定画面を開きます。 

この画面での設定内容は、新規にレゕウト作成を行う場合の初期値となります。 

 

注意：「レゕウトデフォルト設定」の変更内容は既存のレゕウトには反映されません。 

既存のレゕウト設定を変更したい場合は、各レゕウト単位で設定変更を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・用紙タブ 

用紙設定画面を開きます。 

 

・税率・値引率タブ 

税率・値引率の設定画面を開きます。 
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2.フォルダー 

呼出しデータ（発行レイアウト）フォルダーの情報の設定を行う画面です。 

 

・フォルダー名 

フォルダー名称を設定します。 

 

 

 

 

 

 

注意 

フォルダー名は Designer上の管理で使用します。e-Labe Print には反映されません。 
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3.発行レゕウト 

発行レゕウト情報の設定を行う画面です。 

ここで設定した値は、編集中のレゕウトに反映されます。 

発行レゕウトは、一つのプロジェクトで 5000件まで登録が可能です。 

 

・呼出しデータ名 

呼出しデータ（発行レゕウト）の名称を 32 桁（全角 16

桁）で設定します。 

 

・呼出し No 

呼出しデータ（呼出レゕウト）の番号を数字 4 桁で設定

します。 

e-Labe Print でデータを呼び出す際の番号になります。 

 

検索 

・呼出し名 

※未使用です。 

 

・バーコード 

バーコード検索の際にキーとなるオブジェクトをレゕ

ウトに登録されている「文字列オブジェクト」または「バ

ーコードオブジェクト」の中から選択します。 

検索キーとして設定可能な条件は以下の通りです。 

 

 

オブジェクト種：文字列 またはバーコード 

最大桁数：26 桁 

入力値：半角英数カナ ※全角文字がセットされている場合は、データ出力時エラーになります 

入力方法：固定（ただし、初期値がセットされていること） もしくは 

参照・結合（ただし、参照先が固定の文字列・バーコード・価格の場合のみ） 

 

また、検索キーは呼出し No.ごとにユニークでなければいけないため、他のレゕウトで設定した文字列/

バーコードの値と同じ値の文字列/バーコードは設定できません。 

 

グループ 

・グループ大、グループ中、グループ小 

プロジェクト設定で、グループ階層が「1 階層」以上の場合に選択した階層に応じて表示されます。 

 

・読み取り専用（トグルボタン） 

ボタンを ON にすることで、変更内容の上書きを禁止します。 
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・レゕウト設定（ボタン） 

レゕウト設定画面（用紙情報、税率・値引率、基準日付設定）を開きます。 

 

 

・用紙タブ 

用紙設定画面を開きます。 

 

・税率・値引率タブ 

税率・値引率の設定画面を開きます。 

 

・基準日付タブ [e-Labe Print バー

ジョン 1.5.0以上で有効] 

基準日付の一時変更範囲指定画面を開

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発行履歴データ設定（ボタン） 

発行履歴データ設定画面を開きます。 
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・条件テーブル（ボタン） [e-Labe Print バージョン 1.5.0以上で有効] 

条件テーブル登録画面を開きます。 
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4.基本レゕウト 

基本レゕウト情報の設定を行う画面です。 

ここで設定した値は、編集中のレゕウトに反映されます。 

 

・レゕウト名 

基本レゕウトの名称を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索 

・バーコード 

バーコード検索の際にキーとなるオブジェクトをレゕウトに登録されている「文字列オブジェクト」ま

たは「バーコードオブジェクト」の中から選択します。 

検索キーとして設定可能な条件は以下の通りです。 

 

オブジェクト種：文字列 またはバーコード 

最大桁数：26 桁 

入力値：半角英数カナ ※全角文字がセットされている場合は、データ出力時エラーになります 

入力方法：固定（ただし、初期値がセットされていること） もしくは 

参照・結合（ただし、参照先が固定の文字列・バーコード・価格の場合のみ） 

 

また、検索キーは呼出し No.ごとにユニークでなければいけないため、他のレゕウトで設定した文字列/

バーコードの値と同じ値の文字列/バーコードは設定できません。 

 

・読み取り専用（トグルボタン） 

ボタンを ON にすることで、変更内容の上書きを禁止します。 
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・レゕウト設定（ボタン） 

レゕウト設定画面（用紙情報、税率・値引率、基準日付設定）を開きます。 

 

 

・用紙タブ 

用紙設定画面を開きます。 

 

・税率・値引率タブ 

税率・値引率の設定画面を開きます。 

 

・基準日付タブ [e-Labe Print バー

ジョン 1.5.0以上で有効] 

基準日付の一時変更範囲指定画面を開

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発行履歴データ設定（ボタン） 

発行履歴データ設定画面を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



55 

・条件テーブル（ボタン） [e-Labe Print バージョン 1.5.0以上で有効] 

条件テーブル登録画面を開きます。 
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5.プリセットデータ 

プリセットデータ情報の設定を行う画面です。 

一つの基本レゕウトに複数のプリセットデータを登録でき、各プリセットデータの合計で 5000 件のデ

ータの登録が可能です。 

 

・プリセットデータ名 

プリセットデータ名称を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



57 

6.テーブル 

テーブル情報の設定を行う画面です。 

テーブルは、一つのプロジェクトで漢字テーブル 10件、グラフゖックテーブル 1 件、店舗テーブル 1 件

の登録が可能です。 

 

・テーブル名 

テーブルの名称を設定します。 

 

・テーブル№ 

テーブル番号を表示します。 
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7.呼出しグラフゖック 

呼出しグラフゖック情報の設定を行う画面です。 

呼出しグラフゖックは、一つのプロジェクトで 99 個まで登録が可能です。 

 

・グラフゖック名 

呼出しグラフゖックの名称を設定します。 

 

・グラフゖック№ 

呼出しグラフゖックの№を設定します。 

データセットや、レゕウト作成時に登録グラフゖックを

使用する際には、この番号で指定します。 
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8.外字 

外字情報の設定を行う画面です。 

外字は、一つのプロジェクトで 94個まで登録が可能です。 

 

・外字名 

外字の名称を設定します。 

 

・外字№ 

外字№を設定します。 

レゕウト作成時に登録外字を使用する際には、この番号

で指定します。 
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2.オブジェクトプロパテゖ 

1.文字列オブジェクト 

文字列オブジェクトの各種設定を行う画面です。 

 

・項目名 

レゕウトデザン内で使用される項目を設定

します。 

入力方法が「発行時（データ）」の時は、e-Labe 

Print の入力画面に入力項目名として表示されま

す。 

また、「データ」に値がセットされていない時は

青色の文字で、“（項目名）”とデザン画面上に

表示されます。項目名は32桁まで設定可能です。 

 

入力方法（ラジオボタン） 

・固定 

「データ」にセットされた値が反映、印字されま

す。 

 

・発行時(データ) 

e-Labe Print で発行時に入力（変更）可能なデ

ータに設定されます。「データ」にセットされた

値は初期値として、e-Labe Print に表示されま

す。 

 

・参照・結合 

デザン画面の既存項目の内容を参照し、複数の

データ項目の結合をする機能です。 
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・詳細設定（ボタン）・・・発行時（データ） 選択時 

入力時の入力データのチェック方法を設定します。 

 

・桁数 

チェックなし、桁数必須入力、入力必須（未入力禁止）、 

0 入力禁止のいずれかを設定できます。 

 

・文字種 

チェックなし、数字のみ、英字・記号のみ、カナのみ、

英数字・記号のみ、カナ・数字のみ、カナ・英字・記号

のみのいずれかを設定できます。 

 

 

 

 

・詳細設定（ボタン）・・・参照・結合 選択時 

データの参照・結合設定の内容を設定します。 

 

・No 

項目の順番です。 

 

・種類 

結合するデータの種類を選択します。 

 

・データ 

セットするデータを選択及び入力します。 

 

・開始桁 

データ参照の際に、参照元データの何桁目

から参照するかを指定します。 

 

・桁数 

データ参照の際に、データの開始桁から何桁目までを参照するかを指定します。 

注意：参照の対象となるデータは、常に左詰めスペース補填状態からの参照になります。 

※呼出し No.および端末 No.は、桁数 4 桁・右詰め 0 補填固定になります。 

 

・補填種別 

参照したデータが桁数に満たなかった場合の補填方法を指定します。 

補填種別 補填方法 例 

左詰めスペース補填 

入力桁数に満たない場合は、実デー

タの後ろに桁数分の”半角スペース”

を補填します。 

入力桁数：5 桁、入力：120 ⇒ 

120△△（△は半角スペース） 

右詰めスペース補填 

入力桁数に満たない場合は、実デー

タの前に桁数分の”半角スペース”を

補填します。 

入力桁数 5 桁、入力：120 ⇒ 

△△120（△は半角スペース） 

 

右詰め 0 補填 
入力桁数に満たない場合は、実デー

タの前に桁数分の”0”を補填します。 

入力桁数 5 桁、入力 120 ⇒  

00120 
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機能 

・テーブル変換（チェックボックス） 

該当項目をテーブル変換します。 

「データ」にセットされた値は初期値として、e-Labe Print に反映されます。 

プロジェクト内に登録されているテーブルをリストボックスから選択します。 

 

・データ桁数 

「固定」、「参照」以外のデータの最大桁数を指定します。設定可能なデータ桁数は、「発行時（データ）」：

1000 桁、「発行時（テーブル）」：1000 桁までです。 

 

データ 

・データ 

項目にデータをセットします。入力方法が「固定」の場合は、セットされたデータがそのまま印字されま

す。「発行時（データ）」の場合は、e-Labe Print で初期値として使用されます。 

 

・データセット（チェックボックス） ※基本レゕウトのみ有効 

該当項目をプリセットデータと紐づける場合にチェックします。基本レゕウト専用機能です。 

チェック有効時、「プリセットデータ」登録画面に入力項目が表示されます。 

 

表示 

・フォント名 

フォントの種類を選択します。 

名称が「プリンタ_ｘｘｘｘ」となっているものは、サトーのプリンタフォントとなります。 

使用できる文字がフォント種によって異なりますのでご注意ください。 

 

・縦サズ 

フォントの縦サズを倍率で指定します。 

 

・横サズ 

フォントの横サズを倍率で指定します。 

 

・文字間隔 

文字間隔をポントで指定します。 

 

・左寄せ（トグルボタン） 

指定された桁数に満たない場合に、文字を左寄せします。 

 

・センタリング（トグルボタン） 

指定された桁数に満たない場合に、文字を中央寄せします。 

 

・右寄せ（トグルボタン） 

指定された桁数に満たない場合に、文字を右寄せします。 

 

・均等（トグルボタン） 

印字指定領域内に文字の横幅を合わせます。 
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・0 補填（トグルボタン） 

指定された桁数に満たない場合に、文字に 0 補填します。0 を補填する位置は、 

左寄せの場合はデータの終わりに付加、右寄せの場合はデータの始めに 0 が付加されます。 

例：データ桁数 5 桁、右寄せ、0 補填、データ”120” ⇒ “00120” 

 

・横書き/縦書き（トグルボタン） 

横書きと縦書きを切り替えます。フォントによって縦書き指定はできません。 

 

※縦書き時、Designer 上の半角の数字、英字、記号は実際の印字とは異なり横に倒した表示となります。 

 

・改行（トグルボタン） 

指定された領域内で、改行するかどうかを設定します。 

 

表示 

・白黒反転ボタン（トグルボタン） 

白黒反転印字をします。 

 

・印字しない（チェックボックス） 

項目を印字しない場合にチェックします。 

 

 

詳細設定（ボタン）・・・文字列表示設定 

文字調整 

注意：一文字ごとではなく文字列全体での指定になります。 

また、文字種によって変更できる内容が異なります。 

・ボールド（トグルボタン） 

文字を太文字にします。 

 

・タリック（トグルボタン） 

文字を斜体にします。 

 

・下線（トグルボタン） 

文字の下に下線を引きます。 

 

・プロポーショナル（トグルボタン） 

文字間隔を文字ごとの横サズで詰めます。 

 

・上寄せ（トグルボタン） 

印字指定領域の上方に寄せます。 

 

・上下中央寄せ（トグルボタン） 

印字指定領域の上下中央に寄せます。 

 

・下寄せ（トグルボタン） 

印字指定領域の下方に寄せます。 
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改行設定 ※入力方法「固定」の場合のみ有効 

 

 

 

 

・改行桁数 

改行桁数を指定します。 

 

・行間隔 

改行した際の前行との文字間隔を指定します。 

 

・強制改行記号 

項目内のデータにここで指定した記号があった場合は、桁数、領域関係無しに強制的に改行されます。 

強制改行記号は 2 文字以上の組み合わせの指定も可能です。 

また、指定した文字は印字データには反映されません。 

 

・改行可能記号 

ここでセットされた値を改行タミングの目安とします。 

桁数、領域の範囲でも、値と値に挟まれた単語が次の行にまたがる場合は、前の単語の終了時に事前に改

行を行います。 

改行設定詳細 

改行設定の方法によって、以下の様に動作します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご飯、にんじん、さといも、こんにゃく、たまねぎ、れんこん、キャベ

ツ、トマト、シャケ、牛肉、醤油、からし 

たまご  ×\n乳    ×\n小麦   ×\n そば   ×\n落花生  ×\n 

改行桁数で“32文字（全角 16文字）”を指定すると・・・・ 

強制改行記号を”\n”に指定すると・・・ 

 

改行可能文字で“、”を指定すると・・・・ 

※「改行設定」で設定できる改行は、全て Designer 上で編集します。そのため、「発行時(デ

ータ)」項目など、印字データが e-Labe Print で編集される項目には使用できません 
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ダンプ出力時のみ印字 ※入力方法「固定」および「参照・結合」の場合のみ有効 

ダンプ出力時のみ印字したい場合にチェックします。チェックを入れ呼出し No.などを参照することによ

り、印字結果が識別し易くなります。 

※「印字しない」設定と「ダンプ出力時のみ印字」を同時に有効にすることはできません（「印字しない」

が優先されます）。 
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2.価格オブジェクト 

価格オブジェクトの各種設定を行う画面です。 

 

・項目名 

レゕウトデザン内で使用される項目の名称です。 

 

入力方法（ラジオボタン） 

・固定 

「データ」にセットされた値が反映、印字されます。 

 

・発行時（データ） 

e-Labe Print で発行時に入力（変更）可能なデータに設

定されます。「データ」にセットされた値は初期値として、

e-Labe Print に表示されます。 

 

・参照 

別の価格オブジェクトの計算結果を参照します。 

参照可能な項目は、価格計算機能が ON になっている項目

です。 

参照元の価格計算の設定により、参照できる値が切り替わ

ります。 

〇税計算 

[税込み]：「税込価格」、「消費税額」 

[税込み（小数）]：「税込み価格整数部」、「税込み価格

小数部」 

[税抜き]：「税抜価格」、「消費税額」 

〇値引き計算：「値引き後価格」、「値引き額」 

 

また、複数税率を使用しているレゕウトの場合、税

率毎に参照できる値が表示されます。 

 

 

 

 

・データ桁数 

「発行時（データ）」のデータの最大桁数を指定します。設定可能なデータ桁数は、最大 10 桁です。 

ここで設定する値は、入力する桁数です。（\,補填する場合の桁数を考慮する必要はありません） 

 

詳細設定（ボタン）・・・発行時（データ） 選択時 

入力範囲を設定します。 

 

・下限値 

入力の最小値を設定します。 

 

・上限値 

入力の最大値を設定します。
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データ 

・データ 

項目に対する、データをセットします。入力方法で「固定」を選択した場合は、ここでセットされたデー

タがそのまま印字されます。「発行時（データ）」の場合は、e-Labe Print で入力項目の初期値として表

示されます。 

 

・データセット（チェックボックス） ※基本レゕウトのみ 

基本レゕウトで、プリセットデータをセットする場合にチェックします。 

チェックされた項目は、「プリセットデータ」登録画面で、登録項目として表示されます。 

 

表示 

・フォント名 

フォントの種類を選択します。 

名称が「プリンタ_ｘｘｘｘ」となっているものは、サトーのプリンタフォントとなります。 

使用できる文字がフォント種によって異なりますのでご注意ください。 

 

・縦サズ 

フォントの縦サズを倍率で指定します。 

 

・横サズ 

フォントの横サズを倍率で指定します。 

 

・文字間隔 

文字間隔をポントで指定します。 

 

・通貨書式 

価格の通貨書式を設定します。 

 

・左寄せ（トグルボタン） 

指定された桁数に満たない場合に、文字を左寄せします。 

 

・センタリング（トグルボタン） 

指定された桁数に満たない場合に、文字を中央寄せします。 

 

・右寄せ（トグルボタン） 

指定された桁数に満たない場合に、文字を右寄せします。 

 

・均等（トグルボタン） 

印字指定領域内に文字の横幅を合わせます。 

 

・0 補填（トグルボタン）・・・設定不可 

 

・白黒反転ボタン（トグルボタン） 

白黒反転印字をします。 

 

・印字しない（チェックボックス） 

項目を印字しない場合にチェックします。 



68 

詳細設定（ボタン）・・・価格表示詳細 

価格項目の詳細設定を行います。 

 

文字調整 

注意：一文字ごとではなく項目単位での指定になります。 

また、文字種によって操作できる内容が異なります。 

・ボールド（トグルボタン） 

文字を太文字にします。 

 

・タリック（トグルボタン） 

文字を斜体にします。 

 

・下線（トグルボタン） 

文字の下に下線を引きます。 

 

・プロポーショナル（トグルボタン） 

文字間隔を文字ごとの横サズで詰めます。 

 

・上寄せ（トグルボタン）・・・設定不可 

 

・上下中央寄せ（トグルボタン）・・・設定不可 

 

・下寄せ（トグルボタン）・・・設定不可 

 

通貨書式（ユーザ定義） 

ここで通貨書式を変更した場合は、通貨書式リストの選択内容が（ユーザ定義）に変更されます。 

 

・通貨記号補填 

通貨記号を補填する位置を設定します。 

 

・カンマ補填 

カンマの補填あり、なしを設定します。 

 

・小数点位置・・・設定不可
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その他 

・価格計算機能を使用（チェックボックス） 

項目で価格計算機能を使用する場合にチェックします。 

 

 

・詳細設定（ボタン）・・・価格計算機能選択時 

価格計算機能を設定します。 

 

・計算処理 

計算処理方法を設定します。 

「レゕウト設定」で“税率”を設定している場合は、「なし」、

「税込み」、「税込み（小数）」、「税抜き」のいずれかを

選択でき、“割引率”を設定している場合は、「なし」、「パ

ーセント引き」のどちらかを選択できます。 

それぞれの計算結果が反映された項目は、「参照」で設定で

きます。 

 

・端数処理 

税率・割引率計算時の端数処理方法を設定します。 

 

・端数処理桁数 

端数処理丸めを行う時の桁数を設定します。 

 

・税率／割引率 

レゕウトで設定中の税率、割引率を表示します。 

レゕウト設定で「複数税率を指定」チェックがオンの場合

は税率１以外に税率 2 も表示されます。 
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3.バーコードオブジェクト 

バーコードオブジェクトの設定を行う画面です。 

 

・項目名 

レゕウトデザン内で使用される項目の名称です。 

 

入力方法（ラジオボタン） 

・固定 

「データ」にセットされた値が反映、印字されます。 

 

・発行時（データ） 

e-Labe Print で発行時に入力（変更）可能なデータに設

定されます。「データ」にセットされた値は初期値として、

e-Labe Print に表示されます。 

 

・参照・結合 

デザン画面の既存項目の内容を参照し、複数のデータ項

目の結合をする機能です。 

 

機能 

・テーブル変換（チェックボックス） 

該当項目をテーブル変換します。 

「データ」にセットされた値は初期値として、e-Labe 

Print に反映されます。 

プロジェクト内に登録されているテーブルをリストボッ

クスから選択します。 

 

 

・データ桁数 

「固定」、「参照」以外のデータの最大桁数を指定します。

設定可能なデータ桁数は、発行時（データ）：1000 桁、

発行時（テーブル）：1000 桁までです。 

ここで設定する値は、入力する桁数です。 

（START/STOP コード、C/D 自動付加の桁数は含みませ

ん） 
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・詳細設定（ボタン）・・・発行時（データ） 選択時 

入力時のチェック設定を行います。 

・桁数 

チェックなし、桁数必須入力、入力必須（未入力禁止）、 

0 入力禁止のいずれかを設定できます。 

QR コード以外は全桁入力必須に固定されています。 

 

・文字種 

チェックなし、数字のみ、英字・記号のみ、英数字・記

号のみのいずれかを設定できます。 

 

・C/Dチェック 

なし、自動生成、入力データと照合のいずれかを設定で

きます。※C/D 設定ができないバーコード種もあります。 

 

・詳細設定（ボタン）・・・参照・結合 選択時 

データの参照・結合設定を行います。 

・No 

項目の順番です。 

 

・種類 

結合するデータの種類を選択します。 

 

・データ 

セットするデータを選択及び入力します。 

 

・開始桁 

データ参照の際に、参照元データの何桁目か

ら参照するかを指定します。 

 

 

・桁数 

データ参照の際に、データの開始桁から何桁目までを参照するかを指定します。 

 

・補填種別 

補填方法を指定します。 

補填種別 補填方法 例 

左詰めスペース補

填 

入力桁数に満たない場合は、実デー

タの後ろに桁数分の”半角スペース”

を補填します。 

入力桁数：5 桁、入力：120 ⇒ 

120△△（△は半角スペース） 

右詰めスペース補

填 

入力桁数に満たない場合は、実デー

タの前に桁数分の”半角スペース”を

補填します。 

入力桁数 5 桁、入力：120 ⇒ 

△△120（△は半角スペース） 

右詰め 0 補填 
入力桁数に満たない場合は、実デー

タの前に桁数分の”0”を補填します。 
入力桁数 5 桁、入力 120 ⇒  

00120 
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データ 

・データ 

項目に、データをセットします。入力方法で「固定」を選択した場合は、ここでセットされたデータがそ

のまま印字されます。「発行時（データ）」の場合は、e-Labe Print で入力項目の初期値として表示され

ます。 

 

・データセット（チェックボックス） ※基本レゕウトのみ有効 

基本レゕウトで、プリセットデータをセットする場合にチェックします。 

チェックされた項目は、「プリセットデータ」登録画面で、登録項目として表示されます。 

 

表示 

・バーコード種 

バーコードの種類を選択します。 

 

・高さ 

バーコードの高さを指定します。 

 

・細バー幅 

ナローバーの幅を指定します。ナローバー幅は 3 倍以上が推奨です。 

 

・バー比率 

バーコードの比率を設定します。 

比率を設定できるバーコードは、CODE39、CODABAR、ITF の 3 種類です。 

 

・任意比率（ボタン）・・・バー任意設定 

バー比率が設定可能なバーコードで任意比率を選択した場合に、任意比率の構成を設定できます。 

 

・細スペース線幅 

バーコードを構成するナロースペースの幅を指定します。 

 

・太スペース線幅 

バーコードを構成するワドスペースの幅を指定します。 

 

・細バー線幅 

バーコードを構成するナローバーの線幅を指定します。 

 

・太バー線幅 

バーコードを構成するワドバーの線幅を指定します。 

 

・解説文字付加（チェックボックス） 

バーコードに解説文字を付加します。 

バーコード種で解説文字付のバーコードを選択した場合は、チェックができません。 

 

・C/D自動付加（チェックボックス） 

チェックデジットの自動付加を有効にします。 

 

・スタートコード/ストップコード 

START コード、STOP コードの設定を行います。 
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・印字しない（チェックボックス） 

項目を印字しない場合にチェックします。 

 

詳細設定（ボタン）・・・バーコード表示詳細 

 

・フォント名 

解説文字で使用する文字フォントの種類を選択します。 

 

・縦サズ 

解説文字の縦サズを倍率で設定します。 

 

・横サズ 

解説文字の横サズを倍率で設定します。 

 

・文字間隔 

解説文字の文字間隔を設定します。 

 

・行間隔 

バーコードから解説文字までの距離を設定します。 

 

 

※選択可能なバーコード種、注意点については「バーコード、2 次元コードの種類について」をご確認く

ださい。 
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■バーコード、2次元コードの種類について 

当ゕプリケーションで設定できる、バーコード、2 次元コードの種類は以下の通りになります。 

チェックデジット付加時の算出方法、付加できる START/STOP コードは以下の通りになります。 

CODABAR（NW-7）、CODE39 の START/STOP コード付加は必須です。 

CODABAR（NW-7）にチェックデジットを指定した場合は、入力可能な文字は数字のみとなります。 

QR コードで入力が桁数に満たなかった場合は、左詰スペース補填されます。 

 

名称 チェックデジット算出方法 START/STOP コード 

CODABAR（NW-7） 7 チェック (7DR) A,B,C,D,E,N,T 

a,b,c,d,e,n,t 

CODE39 モジュラス 43 * 

ITF モジュラス 10/ウェト 3 〓 

JAN13/EAN13 モジュラス 10/ウェト 3 〓 

JAN13/EAN13 価格 C/D 付き モジュラス 10/ウェト 3 〓 

JAN8/EAN8 モジュラス 10/ウェト 3 〓 

UPC-A モジュラス 10/ウェト 3 〓 

UPC-E 専用モジュラス 10 〓 

UPC ゕドオン 〓 〓 

ＣＯＤＥ128 A コード 〓 （モジュラス 103） ※1 〓 

ＣＯＤＥ128 B コード 〓 （モジュラス 103） ※1 〓 

ＣＯＤＥ128 C コード 〓 （モジュラス 103） ※1 〓 

GS1-128（UCC/EAN128） 〓 （モジュラス 103） ※1 〓 

GS1 DataBar Omni-Directional  モジュラス 10/ウェト 3 

※2 
〓 

GS1 DataBar 

Stacked Omni-Directional  

モジュラス 10/ウェト 3 

※2 
〓 

QR コード（モデル 2） 〓 〓 

  

※1：チェックデジットはプリンタが自動付加するため、ゕプリケーションで付加する必要はありません 

   また、解説文字にチェックデジットは表示されません 

 

※2：GS1 DataBar Omni-Directional、GS1 DataBar Stacked Omni-Directional のツール画面で設

定できるチェックデジットは GTIN（商品識別コード）のチェックデジットになります。シンボル構

成の確認のためのチェックデジットはプリンタが自動付加します。 

 

■セットされるデータである GTIN（商品識別コード）のチェックデジット（モジュラス 10/ウェト 3） 

■バーコードシンボルの構成が正しいかを確認するためのチェックデジット（モジュラス 79） 

ツールで作成できる UPC-A、UPC-E、標準カートン ID 専用 GS1-128 については、以下の仕様になりま

す。 
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該当するバーコードを利用する際には、ご留意ください。 

 

バーコード種 入力桁数 
C/D 

自動付加 

データ加工・ 

入力詳細設定 
バーコードデータと解説文字 

UPC-A 11 桁 常に ON 設定不可 
バーコード：0 補填+入力 11 桁+C/D 

解説文字：入力 11 桁+C/D 

UPC-E 6 桁 常に ON 設定不可 
バーコード：入力 6 桁+C/D 

解説文字：0 補填+入力 6 桁+C/D 

GS1-128 17 桁 常に ON 設定不可 
バーコード 00 補填+入力 17 桁+C/D 

解説文字（00）+入力 17 桁+C/D 

 

 

■GS1 DataBar での連番オブジェクト参照の制限について 

連番オブジェクトは基本的に、バーコードオブジェクトで参照することが可能ですが、GS1 DataBar 

Omni-Directional 及び GS1 DataBar Stacked Omni-Directional の 2 種では、「解説文字付加」オプシ

ョン使用時は連番オブジェクトを参照することができない仕様です。 

 

≪エラー表示画面≫ 
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■JAN13、JAN8 のチェックデジット部への参照制限について 

連番オブジェクト、及び日時オブジェクトを JAN13、JAN８のチェックデジット部に参照させることはで

きない仕様です。 

 

《エラー表示画面》 
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4.日時オブジェクト 

日時オブジェクトの各種設定を行う画面です。 

 

・項目名 

レゕウトデザン内で使用される項目の名称です。 

 

入力方法（ラジオボタン） 

・加算なし 

発行時にe-Labe Printの基準日付をそのまま印字します。 

 

・加算あり 

発行時に e-Labe Print の基準日付に設定した値を加算し

て発行します。 

消費期限、賞味期限の印字などに利用します。 

 

・加算値 

日時オブジェクトの日付に加算する値を指定します。 

設定可能最大値は年単位の場合が9、月単位の場合は99、

日および時単位では 999 となります。 

 

・加算単位 

年・月・日・時を選択します。 

 

※「加算日 1日を当日に含める」設定について 

通常加算単位「日」を選択し、加算値「1」とセット 

すると翌日の日時が表示されますが、加算値「1」とセッ

トした場合、当日の日時を表示することもオプション設定

で可能です。 

その場合、加算単位の「日」は以下の表示になります。 

  

  

  

 

 

・加算値参照（チェックボックス） 

プリセットデータに設定した値や、他フゖールドに入力された情報を

参照した値を加算して発行します。 

 

・データセット（ラジオボタン） ※基本レゕウトのみ 

基本レゕウトで、プリセットデータをセットする場合にチェック

します。チェックされた項目は、「プリセットデータ」登録画面で、

登録項目として表示されます。 

 

・フゖールド（ラジオボタン） 

他のフゖールドに入力された値を加算値として参照する場合にチ

ェックします。参照対象とするフゖールド項目名は、直下のリスト

から選択します。 
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・発行時変更あり（チェックボックス） 

発行時に加算値の変更が必要な場合に設定します。 

・データ桁数 

変更はできません。 

表示の日付書式、日付・時間区切り文字、時間書式で設定した文字列の桁数から自動で算出されます。 

また、詳細設定で設定できる別途記載の記載内容の桁数が上記の書式の桁数よりも多い場合は、そちらの

桁数が反映されます。 

 

詳細設定（ボタン）・・・加算値参照チェック フゖールド選択時 

加算値参照対象フゖールドの参照桁数、加算値入力範囲チェック、別途記載の設定の有無、及び別途記載

内容を設定します。 

 

・全桁（ラジオボタン） 

加算値参照対象フゖールドの値全桁を指定できます。 

 

・桁指定（ラジオボタン） 

加算値参照対象フゖールドの任意の桁を指定できます。 

 

・上限チェック 

加算値の上限チェックが可能です。e-Labe Print で加算値を

入力時範囲外の値を入力するとチェックが掛かります。 

 ・固定（ラジオボタン） 

 入力欄に入力した固定値で加算値のチェックを行います。 

 ・参照（ラジオボタン） 

 選択したオブジェクトの値で加算値チェックを行います。 

  

・下限チェック 

加算値の下限チェックが可能です。e-Labe Print で加算値を

入力時範囲外の値を入力するとチェックが掛かります。 

 ・固定（ラジオボタン） 

 入力欄に入力した固定値で加算値のチェックを行います。 

 ・参照（ラジオボタン） 

 選択したオブジェクトの値で加算値チェックを行います。 

 

 

・特殊処理 

参照する下限チェックオブジェクトの値に対し、特殊な計算処理が行えます。加算値が「日」加算の場合 

のみ有効です 

なし：計算処理を行いません 

３分の１ルール：以下のルールで計算します。 

 

日時加算日の１日を当日に含める ON ：参照したオブジェクトの値÷３ 

日時加算日の１日を当日に含める OFF：（参照したオブジェクトの値〒１）÷３〓１ 

※割り切れない場合は切り上げ 

 

例）参照したオブジェクトの値が 28 日の場合 

日時加算日の１日を当日に含める ON ：28÷３(切り上げ)=10 

日時加算日の１日を当日に含める OFF：((28〒1)÷3（切り上げ))-1=9 
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・別途記載あり 

発行時に「別途記載」表示を選択できます。 

 

・別途記載内容 

別途記載を行う場合の記載内容を設定します。（半角 16 文字、全角 8 文字まで設定が可） 

表示 

・フォント名 

フォントの種類を選択します。 

名称が「プリンタ_ｘｘｘｘ」となっているものは、サトーのプリンタフォントとなります。 

使用できる文字がフォント種によって異なりますのでご注意ください。 

 

・縦サズ 

フォントの縦サズを倍率で指定します。 

 

・横サズ 

フォントの横サズを倍率で指定します。 

 

・文字間隔 

文字間隔をポントで指定します。 

 

・日付書式 

日付の書式を選択します。 

リストからユーザ定義を選択した場合は、「ユーザ定義」ボタンが有効になります。 

 

・日付・時間区切り文字 

日付表示、時間表示をくぎるための文字を設定します。 

半角スペースが初期値に設定されています。 

 

・時間表示 

時間の書式を選択します。 

リストからユーザ定義を選択した場合は、「ユーザ定義」ボタンが有効になります。 

・左寄せ（トグルボタン） 

指定された桁数に満たない場合に文字を左寄せします。 

 

・センタリング（トグルボタン） 

指定された桁数に満たない場合に文字を中央寄せします。 

 

・右寄せ（トグルボタン） 

指定された桁数に満たない場合に文字を右寄せします。 

 

・均等（トグルボタン） 

印字指定領域内に文字の横幅をあわせます。 

 

・白黒反転ボタン（トグルボタン） 

白黒反転印字をします。 

 

・印字しない（チェックボックス） 

項目を印字しない場合にチェックします。 
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詳細設定（ボタン）･･･書体・書式設定 

 

文字調整 

注意：一文字ごとではなく項目単位での指定になります。 

また、文字種によって操作できる内容が異なります。 

・ボールド（トグルボタン） 

文字を太文字にします。 

 

・タリック（トグルボタン）・・・設定不可 

 

 

・下線（トグルボタン）・・・設定不可 

 

・プロポーショナル（トグルボタン）･･･設定不可 

 

・上寄せ（トグルボタン）・・・設定不可 

 

・上下中央寄せ（トグルボタン）・・・設定不可 

 

・下寄せ（トグルボタン）・・・設定不可 

 

ユーザ定義（ボタン） 

日付書式、時間書式のユーザ定義を行います。 

日付書式、時間書式で「ユーザ定義」を選択した場合のみ設定が可能になります。 

設定可能な桁数は、日付、時、分、区切り文字あわせて 32 文字（全角 16 文字）以下です。 

 

・日付書式 

日付の書式を設定します。 

日付書式は、以下の半角ゕルフゔベットと“/”や“年”

などの単位と組み合わせて指定することが可能です。 

※ただし、カンマは設定できません。 

 
 
 
 
 
 

 

 

・「月日」補填 
1 桁時の月、日の補填方法を選択します。 

年は YY の場合は 0 補填、WW の場合は補填なしのスペースで表示されます。 

任意の指定はできません。 

YY: 年(2桁) 
WW: 和暦(西暦+暦変換値の下 2桁) 
gggg: 元号(4桁、ユーザ設定から取得) 
MM: 月 
MMM: 月(英字表記) 

DD: 日 
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・時間書式 

時間書式は、以下の半角ゕルフゔベットと“:”や“時”などの単位と組み合わせて指定することが可能です。 

※ただし、カンマは設定できません。 
 

 

 

 

 

 

 

・「時」補填 

1 桁時の時の補填方法を選択します。 

 

・「分」補填 

1 桁時の分の補填方法を選択します。 

 

設定 

・リゕルタム発行（チェックボックス） 

1 枚発行ごとに e-Labe Print の基準日付を参照し印字を行います。 

ハクリ発行時などに使用します。 

 

・発行時表示する（チェックボックス） 

e-Labe Print の発行画面に項目を表示します。 

「発行時変更あり」、「別途記載あり」の場合は自動的にチェックが入ります。 

 

・参照を許可する（チェックボックス） 

別の項目からの参照を許可します。 

参照・結合で参照を選択した場合に、書式を選択しながら参照が可能になります。 

バーコードなどに日時を表示させる場合は、この機能を利用します。 

 

※参照を許可した場合のみ、元の日時オブジェクトの「曜日」情報を数字で取得可能です。 

 0：日曜、１：月曜、２：火曜、３：水曜、４：木曜、５：金曜、６：土曜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

hh: 時(24時間制) 
HH: 時(12時間制) 
mm: 分 
TT: AM/PM 
tt: am/pm 

TTTT: 午前/午後 
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■加算値を他オブジェクトから参照する 

加算値が「加算あり」、「別途記載なし」、「参照を許可する」の場合、他オブジェクトから加算値を参

照することが可能です。 

【参照できる他オブジェクト】 

・ 文字列オブジェクト 

・ バーコードオブジェクト 

・ 日時オブジェクト（自分自身は不可） 

・ 切替グラフゖック ※加算値をグラフゖック登録番号として参照可能 

 

 

■リアルタイム発行が有効な日時オブジェクトの個数について 

リアルタイム発行を有効にした日時オブジェクトは、1 レイアウトに８個まで使える仕様です。日時オブジェクト自体だけでなく、

値を参照した文字列なども 1個としてカウントします。 

《カウント条件》 

 ・リアルタイム発行が有効な日時オブジェクト 

 ・上記日時オブジェクトを参照した文字列やバーコード 

 ・上記日時オブジェクトを参照したバーコードの解説文字 

（解説文字付きバーコードはバーコード部分と、解説文字部分で 2個としてカウントされます） 

 ・「印字しない」設定の場合、上記に該当してもカウントされません 

 

《９個以上のエラー画面》 
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5.連番オブジェクト 

連番オブジェクトの各種設定を行う画面です。 

連番は一つのレゕウトに 8 項目まで設定が可能です。 

 

・項目名 

レゕウトデザン内で使用される項目の名称です。 

 

入力方法（ラジオボタン） 

・固定 

「データ」にセットされた値が反映、連番の初期値とな

ります。 

 

・発行時（データ） 

e-Labe Print で発行時に入力（変更）可能なデータに設

定されます。「データ」にセットされた値は連番開始値

として、e-Labe Print に表示されます。 

 

・参照・結合 

別項目の値を連番の開始値として参照します。 

※入力詳細画面で「数字のみ」と設定されている文字列

オブジェクトのみ参照可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・詳細設定（ボタン）・・・発行時（データ） 選択時 

 

入力時の入力データのチェック方法を設定します。 

 

・桁数 

全桁必須入力、入力必須（未入力禁止）、0 入力禁止のいずれかを設定

できます。 

 

・文字種 

「数字のみ」※固定 
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・詳細設定（ボタン）・・・参照・結合 選択時 

データの参照・結合設定の内容を設定します。 

 

・No 

項目の順番です。 

 

・種類 

「参照」※固定 

 

・データ 

セットするデータを選択します。 

固定または入力詳細画面で「数字のみ」と

設定されている発行時（データ）の文字列

オブジェクトのみ参照可能です。 

 

・開始桁 

データ参照の際に、参照元データの何桁目から参照するかを指定します。 

 

・桁数 

データ参照の際に、データの開始桁から何桁目までを参照するかを指定します。 

注意：参照の対象となるデータは、常に左詰めスペース補填状態からの参照になります。 

 

・補填種別 

参照したデータが桁数に満たなかった場合の、桁の補填方法を指定します。 

「右詰め 0 補填」※固定 

 

機能 

・加減値 

-9999～-1、1～9999 から値を設定します。 

 

・連番値を保存する（チェックボックス）※入力方法が「固定」「発行時（データ）」の場合 

連番値を保存する場合にオンにします。 

 

・連番値の保持期間 

「連番値を保存する」チェックボックスがオンの時のみ選択可能です。保存した連番をいつまで保持する

かを選択します。 

 

「初期化操作まで」：連番オブジェクトの入力画面で初期化操作を行うまで保持します 

「電源切断まで」：FX3-LX の電源を切断するまで保持します 

「日付変更まで」：日付（システム日付）が変わるまで保持します。 

 

※上記の指定タミング以外に、以下の場合は連番値がクリゕされますのでご注意ください 

・フォーマットフゔルが更新された場合 
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・詳細設定（ボタン） 

 

・指定枚数毎にカウントする 

何枚毎にカウントするかを指定します。1～999 枚の間で設定可能です。初期値は 1 です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・データ桁数 

「固定」、「発行時（データ）」のデータの最大桁数を指定します。設定可能なデータ桁数は、最大 8 桁

です。 

 

・連番範囲 

指定したデータ桁数内の 0 以上の値を指定可能です。 

 

データ 

・データ 

項目に対するデータをセットします。 

入力方法で「固定」を選択した場合は、ここでセットされたデータが連番開始値となります。「発行時（デ

ータ）」の場合は、画面上に連番の開始値として画面に表示されます。 

 

・データセット（チェックボックス） ※基本レゕウトのみ 

基本レゕウトで、プリセットデータをセットする場合にチェックします。 

チェックされた項目は、「プリセットデータ」登録画面で、登録項目として表示されます。 

 

表示 

・フォント名 

フォントの種類を選択します。 

名称が「プリンタ_ｘｘｘｘ」となっているものは、サトーのプリンタフォントとなります。 

使用できる文字がフォント種によって異なりますのでご注意ください。 

 

・縦サズ 

フォントの縦サズを倍率で指定します。 

 

・横サズ 

フォントの横サズを倍率で指定します。 

 

・文字間隔 

文字間隔をポントで指定します。 

 

・左寄せ（トグルボタン）・・・設定不可 
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・センタリング（トグルボタン）・・・設定不可 

 

・右寄せ（トグルボタン）・・・設定不可 

 

・均等（トグルボタン）・・・設定不可 

※連番オブジェクトは、常に右寄せ 0 補填設定になります。 

 

・白黒反転ボタン（トグルボタン）・・・無効 

白黒反転印字をします。 

 

・印字しない（チェックボックス） 

項目を印字しない場合にチェックします。 

 

詳細設定（ボタン）・・・書体・書式設定 

 

文字調整 

注意：一文字ごとではなく項目単位での指定になります。 

また、文字種によって操作できる内容が異なります。 

・ボールド（トグルボタン）・・・設定不可 

 

・タリック（トグルボタン）・・・設定不可 

 

・下線（トグルボタン）・・・設定不可 

 

・プロポーショナル（トグルボタン）･･･設定不可 

 

・上寄せ（トグルボタン）・・・設定不可 

 

・上下中央寄せ（トグルボタン）・・・設定不可 

 

・下寄せ（トグルボタン）・・・設定不可 

 

 

 

■他オブジェクトからの連番オブジェクト参照について 

連番オブジェクトの値は、文字列オブジェクトまたはバーコードオブジェクトでのみ参照可能です。 

参照する際は条件や制限がありますので、以下の点に注意してください。 

             オブジェクト

種 

条件及び制限 

文字列オブジェクト バーコードオブジェクト 

フォント種 漢字以外のフォントを設定 漢字以外のフォントを設定 

参照・結合画面での連番複数参照 不可 不可 

連番を参照している項目を参照（2 次参照） 不可 不可 
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■連番オブジェクトの個数について 

連番オブジェクトは、1 レゕウトに８個まで使える仕様です。連番オブジェクト自体だけでなく、値を

参照した文字列なども 1 個としてカウントします。 

《カウント条件》 

 ・連番オブジェクト 

 ・上記連番オブジェクトを参照した文字列やバーコード 

 ・上記連番オブジェクトを参照したバーコードの解説文字 

（解説文字付きバーコードはバーコード部分と、解説文字部分で 2 個としてカウントされます） 

 ・「印字しない」設定の場合、上記に該当してもカウントされません 

 

《９個以上のエラー画面》 
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6.固定グラフゖックオブジェクト 

固定グラフゖックオブジェクトの各種設定を行う画面です。 

 

・項目名 

レゕウトデザン内で使用される項目の名称です。 

 

グラフゖック指定方法（ラジオボタン） 

・埋め込みグラフゖック 

「選択」ボタンからレゕウトに

埋め込むフゔルを指定して、デ

ザン画面に貼り付けます。 

 

選択したグラフゖックがカラー

の場合はデゖザリング方法を指

定の上取りこみます。 

 

 

埋め込まれたグラフゖックはツールに取り込まれます 

ので、元のフゔルを削除しても、グラフゖックは消え 

ません。 

 

 

・呼出しグラフゖック（固定） 

プロジェクトに取り込んだグラフゖックデータをリストから選んで貼り付けます。 

 

・呼出しグラフゖック（データセット） 

プロジェクトに取り込んだグラフゖックデータの中から、プリセットデータで指定された番号のグラフゖ

ックデータを貼り付けます。 

リストで選択されたグラフゖックは、初期データとなります。 

グラフゖックは発行時(データ)に設定することは出来ません。 

 

 

サズ（ラジオボタン） 

・領域指定 

グラフゖックデータの領域を、高さ、幅で設定された値（mm）で指定します。 

 

・倍率指定 

グラフゖックデータのサズの高さ、幅を%で指定します。元サズを 100%とします。 

グラフゖックのサズ変更は、デザン画面上でオブジェクトのドラッグでも可能です。 

 

・縦横比を固定する（チェックボックス） 

グラフゖックデータの縦横比を変えずに拡大／縮小します。 

 

表示 

・左寄せ（トグルボタン） 

指定された領域に画像のサズが満たない場合に左寄せします。 



89 

・センタリング（トグルボタン） ※横幅に対するセンタリング 

指定された領域に画像のサズが満たない場合に中央寄せします。 

 

・右寄せ（トグルボタン） 

指定された領域に画像のサズが満たない場合に右寄せします。 

 

・上寄せ（トグルボタン） 

指定された領域に画像のサズが満たない場合に上寄せします。 

 

・センタリング（トグルボタン） ※高さに対するセンタリング 

指定された領域に画像のサズが満たない場合に中央寄せします。 

 

・下寄せ（トグルボタン） 

指定された領域に画像のサズが満たない場合に下寄せします。 

 

・白黒反転ボタン（トグルボタン） 

白黒反転印字をします。 

 

・印字しない（チェックボックス） 

項目を印字しない場合にチェックします。 

 

 

領域指定で縦横比固定設定の場合の画像データの表示の仕方 

埋め込んだグラフゖックデータの元サズの縦横比を維持しながら、指定された領域内で 

表示できる最大サズに拡大／縮小して表示します。 

【例】 

元グラフゖック 

（縦 6mm 横 6mm） 

 

 

 

 

 

縦のみ 10mm に拡大 

（縦 10mm 横 6mm） 

横のみ 10mm に拡大 

（縦 6mm 横 10mm） 

縦横 10mm に拡大 

（縦 10mm 横 10mm） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

グラフゖック領域の縦横比率と取り込んだ画像データの縦横比率が異なる場合、垂直方向または水平方向

に余白が発生します。本余白は「表示」中のトグルボタンによって調整可能です。 
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《余白が発生した際の表示の調整例》 
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7.切替グラフゖックオブジェクト 

切替グラフゖックオブジェクトの各種設定を行う画面です。 

 

・項目名 

レゕウトデザン内で使用される項目の名称です。 

 

入力方法（ラジオボタン） 

・固定 

「データ」にセットされた値が反映、印字されます。 

 

・発行時（データ） 

グラフゖックテーブルに登録したグラフゖックについ

て、e-Labe Print で発行時に入力（変更）可能なデータ

に設定されます。「データ」にセットされた値は初期値

として e-Labe Print 画面上に表示されます。 

 

・参照・結合 

デザン画面の既存項目の内容を参照し、複数のデータ

項目の結合をする機能です。 

 

 

 

詳細設定（ボタン）･･･発行時（データ） 選択時 

入力時の入力データのチェック方法を設定します。 

 

 

・桁数 

チェックなし、入力必須(未入力禁止)のいずれかを設定

できます。 
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詳細設定（ボタン）･･･参照・結合 選択時 

データの参照・結合設定の内容を設定します。 

・No 

項目の順番です。 

 

・種類 

結合するデータの種類を選択します。 

 

・データ 

セットするデータを選択及び入力します。 

 

・開始桁 

データ参照の際に、参照元データの何桁目

から参照するかを指定します。 

 

・桁数 

データ参照の際に、データの開始桁から何桁目までを参照するかを指定します。 

注意：参照の対象となるデータは、常に左詰めスペース補填状態からの参照になります。 

 

・補填種別 

補填方法を指定します。 

補填種別 補填方法 例 

左詰めスペース補

填 

入力桁数に満たない場合は、実デー

タの後ろに桁数分の”半角スペース”

を補填します。 

入力桁数：5 桁、入力：120 ⇒ 

120△△（△は半角スペース） 

右詰めスペース補

填 

入力桁数に満たない場合は、実デー

タの前に桁数分の”半角スペース”を

補填します。 

入力桁数 5 桁、入力：120 ⇒ 

△△120（△は半角スペース） 

右詰め 0 補填 
入力桁数に満たない場合は、実デー

タの前に桁数分の”0”を補填します。 
入力桁数 5 桁、入力 120 ⇒  

00120 

 

データ 

・データ選択リストボックス 

グラフゖックテーブルのデータを選択します。「（未選択）」の場合は、レゕウト上の切替グラフゖッ

クが SATO マークになります（印字はされません）。 

 

・データセット（チェックボックス） ※基本レゕウトのみ有効 

基本レゕウトで、グラフゖックテーブルの値をプリセットデータにセットする場合にチェックします。 

チェックを入れると、「プリセットデータ」登録画面に登録項目として表示されます。 

 

表示 

・白黒反転ボタン（トグルボタン） 

白黒反転印字をします。 

 

・印字しない（チェックボックス） 

項目を印字しない場合にチェックします。 
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8.罫線オブジェクト 

罫線オブジェクトの設定を行う画面です。 

 

・項目名 

レゕウトデザン内で使用される項目の名称です。 

 

罫線 

・線の長さ 

罫線の長さを mm で指定します。 

 

・線の太さ 

罫線の太さを mm で指定します。 

 

・方向 

罫線の縦・横方向を指定します。 

 

表示 

白黒反転ボタン（トグルボタン） 

白黒反転印字をします。 

 

印字しない（チェックボックス） 

項目を印字しない場合にチェックします。 
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9.枠線オブジェクト 

罫線オブジェクトの設定を行う画面です。 

 

・項目名 

レゕウトデザン内で使用される項目の名称です。 

 

サズ 

・高さ 

枠の高さを mm で指定します。 

 

・幅 

枠の幅を mm で指定します。 

 

枠線 

・枠線の太さ 

枠線の太さを mm で指定します。 

 

・カド丸半径 

枠線のカドの丸みの半径を指定します。 

 

表示 

・白黒反転ボタン（トグルボタン） 

白黒反転印字をします。 

                                        

・印字しない（チェックボックス） 

項目を印字しない場合にチェックします。 
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10.表オブジェクト 

表オブジェクトの設定を行う画面です。 

 

・項目名 

レゕウトデザン内で使用される項目の名称です。 

 

サズ 

・高さ 

表の高さを mm で指定します。 

 

・幅 

表の幅を mm で指定します。 

 

表 

・行数 

表内の行数を指定します。 

 

・列数 

表内の列数を指定します。 

 

・横線 

上辺からの位置を指定する横線を指定します。 

 

・縦線 

左辺からの位置を指定する縦線を指定します。 

 

・縦位置 

横線で指定した線の上辺からの位置を指定します。 

 

・横位置 

縦線で指定した線の左辺からの位置を指定します。 

 

・横線の太さ 

表の横線の太さを指定します。 

 

・縦線の太さ 

表の縦線の太さを指定します。 

 

・枠線の太さ 

表の枠線の太さを指定します。 

 

・カド丸半径 

表枠のカドの丸みの半径を指定します。
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表示 

白黒反転ボタン（トグルボタン） 

白黒反転印字をします。 

 

印字しない（チェックボックス） 

項目を印字しない場合にチェックします。 
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■参照・結合について 

参照結合では、以下の様な設定が可能です。 

 

複数オブジェクトの結合 

既存の複数のオブジェクトを組み合わせて一つのオブジェクトとして表示することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーブルの入力値を参照することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レゕウトが予め持っている変数を利用することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照と固定の組み合わせで 

01-512-001 などの表示ができます。 

また、種類を“外字”に設定することで、

外字も組み合わせることができます。 

変換後の値のみではなく、入力値を参照

することができます。 

これにより、1 回の入力を複数のテーブ

ル変換項目に反映させることができま

す。 

店舗テーブルにもこの機能を利用しま

各レゕウトが予め持っている変数

を参照することができます。 

これにより、呼出しデータ名をそのま

まレゕウト上に反映させることな

どができます。 

また、日時オブジェクトの「参照を許

可する」にチェックが入っている場合

は、書式を選択しながら日時オブジェ

クトの値が参照できます。 

※端末 No.を参照するにはメニューバ

ーの「ツール」〓「設定」のオプショ

ンタブで「端末 No.の参照を許可」を

有効にする必要があります。 
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6.特別な操作 
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1.テーブル機能 

e-Labe には、入力された数値を登録された文字データに変換するテーブル機能があります。 

このテーブル機能を利用すると、最大 4 桁の数値を入力することで、定型の文章に変換して印字したり、

バーコードの数値に変換させたりすることができます。 

複数のレゕウトでテーブルデータを共通で使用することが可能です。 

テーブルは、一つのプロジェクトで漢字テーブルを 10 テーブル×1000データ、グラフゖックテーブル

を 1 テーブル×99データ、店名テーブルを 1 テーブル×2000データまで登録が可能です。 

ただし、初期に表示されているのは、「漢字テーブル 1～5」と「店名テーブル」のみです。グラフゖック

テーブルについては、レゕウト上に切替グラフゖックフゖールドを作成した場合および新規作成機能で

追加することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←漢字テーブル 

グラフィックテーブル→ 

店名テーブル→ 
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テーブル仕様 

テーブル種 登録番号 登録内容 

漢字テーブル 最大 4 桁の数字 最大 1000 桁 

グラフゖックテーブル 最大 4 桁の数字 （グラフゖック名）32 桁 

（グラフゖック）モノクロビットマップ 

店舗テーブル 最大 4 桁の数字 （店名）最大 60 桁 

（住所）最大 100 桁 

（電話）最大 80 桁 

（メモ）最大 80 桁 

 

・行挿入 

新規登録する行を、選択した行の上に挿入できます。 

 

・行削除 

選択した行を削除できます。 

 

・ンポート 

外部フゔルをテーブルデータとして取り込むことができます。 

フゔル形式は、CSV フゔル、TAB 区切りのテキストフゔル、テーブルフゔル（プロジェクト用フ

ゔル）です。 

ンポート時に、既存データの処理について削除して取り込むか、残して追加・更新するかを選択するこ

とが可能です。 

 

・エクスポート 

テーブルデータを外部フゔルとして保存することができます。 

フゔル形式は、CSV フゔル、TAB 区切りのテキストフゔル、テーブルフゔル（プロジェクト用フ

ゔル）です。 

 

・検索/置換 

テーブルデータを検索や置換することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・検索対象 

 すべての列または特定の列を指定可能です。 

 

・大文字小文字を区別する 

 ゕルフゔベットの大文字小文字を区別します。 
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・完全に同一であるものを検索する 

 検索する文字列と完全に一致する値を検索します。 

 

・半角と全角を区別する 

 ゕルフゔベット、数字、カナ、記号の半角と全角を区別します。 

・すべて置換 

指定した条件に合致する文字列を一括で「置換後の文字列」の値に置き換えます。 

 

・置換 

選択している単一のセルに置換対象の文字列があれば「置換後の文字列」の値に置き換え、次を検索し 

ます。 

 

・次を検索 

指定した条件に合致する文字列を検索します。 

 

★ンポート、エクスポートできる CSV および TAB データは以下の形式のデータになります。 

 

■漢字テーブル 

【フゔル仕様】 

登録番号 (カンマまたは

TAB) 

登録内容 CR+LF 

0～9999 区切り 桁数で指定した桁（最大 1000） 改行コード 

 

≪カンマ区切りデータ例≫ 

 

                                                      

 

                                                

                                                

≪タブ区切りデータ例≫             
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■グラフゖックテーブル 

グラフゖックテーブルでは 2 種類の形式をサポートしています。グラフゖック形式は「ンポート」およ

び「エクスポート」ボタンをクリックして表示されるダゕログのフゔル形式選択リストで変更が可能

です。 

 

1) XML 形式 

「[フゔル名].segtbl」の形式で生成され、このフゔル 1 つで登録番号・グラフゖック名・グラフゖッ

クデータをサポートします。 

 

2) CSV または TAB 区切りテキスト＋ビットマップフゔル形式 

登録番号・グラフゖック名を格納した CSV または TAB 区切りテキストフゔルと、ビットマップフゔ

ルを格納したフォルダの 2 つでンポートおよびエクスポートをサポートします。 

① CSV または TAB 区切りテキストフゔル 

【フゔル仕様】 

登録番号 (カンマまたは

TAB) 

グラフゖック名 CR+LF 

0001～9999 区切り 桁数で指定した桁（最大 32） 改行コード 

 

②ビットマップフゔル格納フォルダ 

#XXXX_「グラフゖック名」.bmp の形式で、「[フゔル名].files」フォルダにグラフゖックデータが格

納されます。[フゔル名]は CSV 形式でのエクスポート時に指定したフゔル名が自動的に付与されます。 

※XXXX：グラフゖックの登録番号 

 

注意：CSV〒ビットマップフゔル形式でンポートする場合には、以下の条件が必要です。 

・CSV フゔルとビットマップフゔルが、同じパスに存在している。 

・CSV フゔルとビットマップフゔルの格納フォルダ名が同一であること。 

 

■店名テーブル 

【フゔル仕様】 

登録番号 (カンマまたは TAB) 店名 (カンマまたは TAB) 

0001～9999 区切り 桁数で指定した桁（最大 60） 区切り 

 住所 (カンマまたは TAB) 

桁数で指定した桁（最大 100） 区切り 

電話 (カンマまたは TAB) 

桁数で指定した桁（最大 80） 区切り 

メモ CR+LF 

桁数で指定した桁（最大 80） 改行コード 
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■テーブル登録手順 

■漢字テーブルの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データを登録したい漢字テーブルをダブルクリック 
1 

データを登録 
２ 

[閉じる]をクリック 

３ 

[はい]をクリック 
４ 
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■グラフゖックテーブルの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフィックテーブルをダブルクリック 

1 

番号、グラフィック名を登録 
２ 

[参照]をクリック 

３ 

グラフィックを選択 
４ 

[開く]をクリック 

参照]をクリック 

５ 

４ 
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[閉じる]をクリック 

参照]をクリック 

６ 

[はい]をクリック 
７ 
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■テーブルンポート手順 

※説明は[漢字テーブル]ですが、店名テーブル、グラフゖックテーブルも同様の操作となります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データを登録したい漢字テーブルをダブルクリック 
1 

[インポート]をクリック 
２ 

ファイルを選択 
３ 

[開く]をクリック 
４ 
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【削除を選択した場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【追加・更新を選択した場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[削除] 既存データを全て削除し、取り込みます 

[追加・更新] 既存データは残し、No.が同一のデータが

あれば更新、無ければ追加します 

既存データの処理を選択 
５ 

[OK]をクリック 
６ 

元のデータは削除され、CSV ファイルのデータのみ登録されます 

 

元のデータに、CSV ファイルのデータが追加されます 
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■漢字/グラフゖック/店名テーブル追加・削除手順 

テーブルは初期状態では「漢字テーブル 1」～「漢字テーブル 5」および「店名テーブル」のみ表示されて

いますが、「漢字テーブル 6」～「漢字テーブル 10」や「グラフゖックテーブル」を追加したり、表示さ

れているテーブルを削除したりすることが可能です。 

 

≪漢字/グラフゖック/店名テーブルを追加する場合≫ 

 

 

プロジェクトウゖンドウの「プロジェクトフォルダ」

＞「新規作成」＞「テーブル」 

テーブルフォルダの＞「新規作成」からも、テーブ

ル追加が可能です。 

また、ツールバーの「新規作成」ボタンからも、テ

ーブルの追加が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

※テーブル追加画面に表示されるテーブルは、現状追加できるテー

ブルです。「漢字テーブル 1」～「漢字テーブル 5」や「店名テー

ブル」は、削除した上であれば表示されるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フゔル＞新規作成＞テーブルをクリック 
1 

追加したいテーブルを一覧から選択 
２ 

[OK]をクリック 
３ 
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漢字テーブルの場合 

 

 

※データを登録せずに「閉じる」ボタンをクリックすると、そのテーブル自体追加されません。 

 

グラフゖックテーブルの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※初期状態では一般的に利用頻度の高いプラ/紙 6mm サズがそれぞれ登録されています（削除可能）。

データを登録せずに「閉じる」ボタンをクリックすると、そのテーブル自体追加されません。 

 

 

 

 

 

 

 

テーブルデータを登録 
４ 
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≪漢字/グラフゖック/店名テーブルを削除する場合≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

プロジェクト一覧から削除されていることを確認してください。 

 

 

右クリック＞[削除]をクリック 
1 

[はい]をクリック 
２ 
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■テーブルデータの検索/置換手順 

※説明は[店名テーブル]ですが、漢字テーブル、グラフゖックテーブルも同様の操作となります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜検索＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

店名テーブルをダブルクリック 
1 

[検索/置換]をクリック 
２ 

[検索する文字列]に検索したい単語を入力 
３-a 
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※ [検索対象]で列を絞り込んで検索も可能 
※ 

     [次を検索]をクリック 
４-a 

検索で見つかった文字列にカーソルがセットされます。 

 

「次を検索」すると指定した列の中で対象の文字列を 

検索します。 
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＜置換＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※置換を元に戻す場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[検索する文字列]に検索したい単語を入力 

[置換後の文字列]に検索した単語を置き換える 

単語を入力 

３-b 

[すべて置換]をクリック 
４-b 

「大宮」を含む店名が「OMIYA」に一括置換されています。 

[OK]をクリック 
５-b 

※ [検索対象]で列を絞り込んで置換も可能 
※ 

右クリックメニューの「元に戻す」をクリック 
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2.外字登録 

プリンタフォントの外字を登録する機能です。 

外字を使用することで、JIS 第一、第二水準に含まれていない文字を印字することができます。 

1 つの外字には 16 ドット×16 ドット、24 ドット×24 ドット、32 ドット×32 ドットの 3 種類のサズが

登録できます。登録した外字は、各フォント種を選択した際に利用可能です。 

 

■外字登録手順 

 

プロジェクトウゖンドウの「プロジェクトフォルダ」

＞「新規作成」＞「外字」 

外字フォルダの＞「新規作成」からも、外字登録が

可能です。 

また、ツールバーの「新規作成」ボタンからも、外

字の登録が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外字をクリック 
１ 

外字サズを選択 
２ 

参照をクリック 
３ 

参照するフォントを選択 
５ 

文字を入力 
４ 

OKをクリック 
６ 

外字をメンテナンス 
７ 

閉じるをクリック 
８ 
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3.プレビュー・テスト発行 

作成したレゕウトを使用し、データを入力した結果の印刷プレビュー、プリンタでの印刷確認を行う機

能です。当機能を利用できるのは、レゕウト種が発行レゕウトの時だけです。 

 

 

 

 

 

 

メニューバーの「フゔル」＞「プレビュー・テスト印字」でも操作可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！不正な値が入力された場合は、エラーメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレビュー・テスト印字ボタンをクリック 
１ 

値を入力 
2 

プレビューをクリック 
3 

プレビュー画面が表示されます。 

プレビュー画面では、最大 100枚までのページを確認できます。 
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※あらかじめ FX3-LX のプリンタドラバをンストールしておく必要があります。 

FX3-LX 以外のプリンタを選択した場合、正しく印字されない可能性があります。 

 

 

■詳細設定画面で端末 No.を設定することが可能です。 

 

※ここで設定された値はプレビュー・テストおよびダンプ出力時のみ適用

されます。 

 

 

 

 

■テスト発行時の注意点 

テスト発行機能で発行したラベルには、以下の様な制限がありますのでご注意ください。 

 

・日時の印字はプリンタ本体のカレンダーの日時ではなく、「テスト発行」ボタンを押したときのパソ 

コンの日時で印字されます。 

・発行中にプリンタの電源を落としてしまった場合などに、プリンタドラバにデータが残ったままに 

なることがあります。 

このデータでそのまま印字を行うと、エラーが起こる前の日時がそのまま印字されてしまいます。 

・プリンタ本体に登録された、店舗テーブル 0 が利用できません。 

 

 

 

 

テスト発行をクリック 
5 

プリンタドラバを選択 
4 
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4.ダンプ出力 

作成したレゕウトを使用し、データを入力した結果の印刷プレビュー、プリンタでの印刷確認を行う機

能です。当機能を利用できるのは、レゕウト種が発行レゕウトの時だけです。 

 

複数の発行レゕウトを指定してプレビュー・テスト印字を一括で実行することができます。 

一括でプレビュー・テスト印字を行う場合、発行時入力データと発行枚数の入力は省略され、初期値が設

定されます。 

入力方法が発行時（データ）で、データ欄が未入力の場合は、オブジェクト種や入力文字チェック、フォ

ントに応じて「?」や「9」のいずれかを設定します。ただし、連番については「0」が初期値となります。 

 

■プロジェクトフゔル内の全ての発行レゕウトを出力する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクトをクリック 
1 

フゔルをクリック 
2 

ダンプ出力をクリック 
3 
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※あらかじめ FX3-LX のプリンタドラバをンストールしておく必要があります。 

FX3-LX 以外のプリンタを選択した場合、正しく印字されない可能性があります。 

 

 

 

 

プリンタドラバを選択 
4 

発行ボタンをクリック 
5 
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■発行レゕウトをグループ単位で出力する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※あらかじめ FX3-LX のプリンタドラバをンストールしておく必要があります。 

FX3-LX 以外のプリンタを選択した場合、正しく印字されない可能性があります。 

対象となる発行レゕウトをクリック 
1 

フゔルをクリック 
2 

ダンプ出力をクリック 
3 

選択(*件)をクリック 
4 

プリンタドラバを選択 
5 

発行ボタンをクリック 
6 
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■任意の発行レゕウトを複数出力する場合 

 

 

 

 

 
※キーボードの Ctrl キーを押下しながら発行レゕウトをクリックすると隣接しない複数の発行レゕウ

トを同時に選択できます。 

 

※ウゖンドウ内の項目名をクリックすることで、呼出し No.を昇順／降順に変更して出力したり、グルー

プごとにソートして出力することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクトをクリック 
1 

発行レゕウトをクリック 
2

出力対象レゕウトを選択 
3
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フゔルをクリック 
4 

ダンプ出力をクリック 
5 

選択(*件)をクリック 
6 

プリンタドラバを選択 
7 

発行ボタンをクリック 
8 
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■ダンプ出力時の注意点 

ダンプ出力機能で発行したラベルには、以下の様な制限がありますのでご注意ください。 

 

・日時の印字はプリンタ本体のカレンダーの日時ではなく、ダンプ出力の「発行」ボタンを押したとき

のパソコンの日時で印字されます。 

・発行中にプリンタの電源を落としてしまった場合などに、プリンタドラバにデータが残ったままに

なることがあります。 

このデータでそのまま印字を行うと、エラーが起こる前の日時がそのまま印字されてしまいます。 

・ダンプ出力中にレゕウト種が変わる場合、レゕウト設定の用紙タブで設定したセンサタプ、サ

ズ、ラベルギャップの設定値差異をチェックして下記のダゕログを表示しますが、これ以外のカ

ット位置や印字補正等の設定値についてはチェック対象外となります。 
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5.プリセットデータ登録 

「データセット」にチェックされた項目は、プリセットデータ登録画面でデータの登録を行うことができ

ます。 

一つの基本レゕウトに複数のプリセットデータを登録でき、各プリセットデータの合計で 5000 件まで

登録が可能です。 

 

・ヘッダー行 

データセットにチェックした項目の、

項目名が表示されます。 

 

・ンポート 

外部フゔルから、プリセットデー

タの取り込みを行います。 

データは CSV またはタブ区切りテキ

スト形式です。ンポート時、1 レコ

ード目に項目名がセットされていな

い場合や、1 つでも一致しない項目名

がある場合は、項目名の確認を行わ

ず、左側から順にデータをセットして取り込むか、取込定義を指定してンポートが可能です。また、

ンポート時に、既存データの処理について削除して取り込むか、残して追加・更新するかを選択すること

が可能です。 

 

・エクスポート 

外部フゔルへ、プリセットデータを出力します。 

データは CSV フゔル、TAB 区切りのテキストフゔル、プリセットフゔル（プロジェクト用フゔル）

の３形式で出力可能です。 

 

・レゕウト生成 

プリセットデータをセットし、レゕウト（呼出しデータ）を作成します。 

 

・変更行のみ（チェックボックス） 

一度レゕウト生成したプリセットデータに変更があった場合、前回レゕウト生成したときから変更が

あった行のみをレゕウト生成、及び、データ出力の対象とします。 

データ件数が多い場合などは、変更行のみにチェックを入れることで処理時間が短縮されます。 

新規に作成されたプリセットデータや、基本レゕウトに変更があった場合はチェックができません。 
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・データ出力（チェックボックス） 

レゕウト（呼出しデータ）生成時に、同時にフォーマットフゔル（*.sefmtz フゔル）を出力します。 

レゕウト生成とデータ出力を同時に行う場合のみ、チェックを入れてください。チェック状態は保持さ

れません。 

 

・プレビュー 

選択された行のプレビューを表示します。 

 

 

編集 

・切り取り 

選択された行のデータを切り取ります。 

 

・コピー 

選択された行のデータをコピーします。 

・貼り付け 

選択された行にデータを貼り付けます。 

 

・削除 

選択された行のデータを削除します。 

 

・検索／置換 

一覧表形式のプリセットデータを検索、置換できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・検索対象 

 すべての列または特定の列を指定可能です。 

 

・大文字小文字を区別する 

 ゕルフゔベットの大文字小文字を区別します。 

 

・完全に同一であるものを検索する 

 検索する文字列と完全に一致する値を検索します。 

 

・半角と全角を区別する 

 ゕルフゔベット、数字、カナ、記号の半角と全角を区別します。 
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・すべて置換 

指定した条件に合致する文字列を一括で「置換後の文字列」の値に置き換えます。 

 

・置換 

選択している単一のセルに置換対象の文字列があれば「置換後の文字列」の値に置き換え、次を検索し

ます。 

 

・次を検索 

指定した条件に合致する文字列を検索します。 

 

注意：同一の基本レゕウトから生成された発行レゕウトに同じ呼出し No が存在する場合には、上書

き確認のメッセージが表示されます。上書きしても問題ない場合は、「はい」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

また、別の基本レゕウトから生成された発行レゕウト、もしくは新規に作成された発行レゕウトに

同じ呼出し番号が存在する場合には、レゕウト生成エラーが表示となり、該当する呼出し No の発行レ

ゕウトは生成されません。 

プリセットデータの呼出し No を変更するか、既存の発行レウゕトの呼出し No を変更してください。 
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■プリセットデータ登録手順（定義に従ってデータをンポートする手順） 

 

 

 

 

 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

[プリセットデータのフゖールドと、フゔルの項目が完全に一致した場合]⇒ンポートが実行 

[完全に一致しなかった場合]⇒ンポートする方法を定義する「ンポート設定」画面が起動 

 

 

表示順ンポート 

指定したフゔルの項目を左から 

順番にンポートします 

 

 

定義に従ってンポート 

指定したフゔルの項目と、プリセ 

ットデータのフゖールドの紐付け 

定義を行い、定義に沿ってンポー 

トします。 

 

 

 

基本レイアウトを右クリック 

1 

[プリセットデータ新規作成]を選択  
２ 

[インポート]をクリック  
３ 

[ファイル]を選択 
４ 

[開く]をクリック 
５ 
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先頭行を項目名として使用（チェックボックス） 

「定義に従ってンポート」選択時にチェック機能が有効となります。 

チェックを有効にすると、ンポートするフゔルの１行目は項目名として認識し、データには反映しま

せん。 

 

呼出し No以外を検索キーにする（呼出し No 自動採番）（チェックボックス） 

「定義に従ってンポート」選択時で且つ、レゕウト内にバーコード検索項目が設定されている場合に 

チェック機能が有効となります。 

チェックを有効にすると、ンポート時、呼出し No が自動で採番されます。 

 

既存データ（ラジオボタン） 

既存データの処理を選択します。 

[削除] 既存データを全て削除し、取り込みます  

[追加・更新] 既存データは残し、No.が同一のデータがあれば更新、無ければ追加します 

 

選択ボタン 

プリセットデータのフゖールドとンポートするフゔル項目の紐付け画面を開きます。 

 

ンポートボタン 

ンポートを実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[定義に従ってインポート]をクリック 
６ 

フィールド名とインポートしたいファイルの項目が一致した場合、

自動で紐付きます。 

 

[選択]をクリック 
８ 

紐付ける項目を選択 
９ 

[OK]をクリック 

既存データの処理を選択 
７ 

10 
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[インポート]をクリック 
11 

 

設定した条件どおりにインポートが実行されます 

インポートしたデータに問題がある場合はチェック

一覧を表示します。 

問題があっても、インポートは実行されます。 
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■プリセットデータの検索/置換手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜検索＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

プリセットデータをダブルクリック 

1 

[検索/置換]をクリック 
２ 

[検索する文字列]に検索したい単語を入力 
３-a 
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※ [検索対象]で列を絞り込んで検索も可能 
※ 

   [次を検索]をクリック 
４-a 

検索で見つかった文字列にカーソルがセットされます。 

 

「次を検索」すると指定した列の中で対象の文字列を 

検索します。 
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＜置換＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[検索する文字列]に検索したい単語を入力 

[置換後の文字列]に検索した単語を置き換える 

単語を入力 

３-b 

[すべて置換]をクリック 
４-b 

「チョコ」を含む品名が「CHOCO」に一括置換されています。 

[はい]をクリック 
５-b 

※ [検索対象]で列を絞り込んで置換も可能 
※ 

[OK]をクリック 
６-b 

プリセットデータの置換は元に戻せません。 

置換後に取り消したい場合は、プリセットデータ登録画面を保存

せずに閉じて、再度やり直してください。 
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プリセット登録画面の表示形式の切替機能 

一行に多数の項目の入力を行う場合、全項目の入力データを確認するために画面をスクロールしなければ

なりません。 

しかし、画面下部のページ表示タブに切り替えることで、呼出し№の入力内容を一ページで表示させるこ

とができ、各項目のデータを確認しながら、プリセットデータの入力を行う事ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ページ切り替え操作 

 

 

 

・最初に移動 

1 ページ目に戻ります。 

 

・前に戻る 

前のページに戻ります。 

 

・現在の場所 

表示中のページ番号を表示します。数値を入力すると、その番号のページを画面に表示します。 

 

・総数 

プリセットに登録されている、ページの総数を表示します。 

切り替え 
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・次に移動 

次のページに進みます。 

 

・最後に移動 

最後のページに進みます。 

 

・新規追加 

ページを新規に追加します。 

 

・削除 

表示中のページを削除します。 

※「検索／置換」機能は、ページ形式での表示時は無効です。 
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右クリック 

6.データセット表示順定義 

プリセットデータの登録画面では、該当するオブジェクトを画面に貼り付けた順に項目が表示されます。 

プリセット登録画面での、項目の表示順番を変更したい場合は、「データセット表示順定義」操作より行

うことができます。 

 

1.プロジェクトウゖンドウで対象となる基本レゕウトを右クリックします。 

メニューから「データセット表示順定義」を選択します。 

 

メニューバーの「データ」＞「プリセット表示順定義」でも、操

作可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

2.順番を変更する行を選択します。 

 

3.「上へ移動」、「下へ移動」のボタンをクリックし、表示順番を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

4.「閉じる」ボタンで画面を閉じます。 

 

※既にプリセットデータを登録した基本レゕウトの表示順番を変更した場合、登録されたデータの項目

の順番も変更されます。 

クリック 

1行上に移動 
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7.外部データ取り込み定義 

レゕウト生成用のデータを外部のフゔルから取り込む時、プリセット項目と外部フゔルの項目を紐

付けて取り込むことができます。 

※外部データ取り込み定義メニューが表示されない場合は、「メニューバー」＞「ツール」＞「設定」＞

「オプション」画面の「外部データ取り込みメニューを表示」チェック BOXを有効にしてください） 

 

1.プロジェクトウゖンドウで対象となる基本レゕウトを右クリックします。 

メニューから「外部データ取り込み定義」を選択します。 

 

「メニューバー」＞「データ」＞「外部データ取り込み定義」で

も操作可能です。 

 

 

 

 

 

2.対象となる基本レゕウトをリストから選択し、「決定」ボタンをクリックしてください。（メニュー

バーから操作した場合） 

 

3.フゔル形式をリストから選択してください。 

選択できるフゔル形式は、固定長、タブ区切り、カンマ区切りのデータです。 

 

【タブ区切り、カンマ区切りのデータを選択した場合】 

4.「参照」をクリックし、取り込み対象となるフゔルを選択します。 

 ★ンポートするフゔルの先頭行を、項目名として認識させる場合は「先頭行を項目名として使用」の

チェックを有効にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右クリック 



136 

5.参照したフゔルの項目と、プリセットデータのフゖールドの紐付設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「先頭行を項目名として使用」を有効にした場合、参照したフゔルの項目名とプリセットデータのフゖ

ールド名称が一致したものは、自動で紐付設定が行われます。 

フゔル項目の選択画面では、ンポートされたデータの項目が表示されますので、別のフゖールドと紐

付ける場合は、選択ボタンをクリックして、紐付ける項目を選択してください。 

紐付けが完了したら、「閉じる」ボタンをクリックし保存して画面を閉じてください。 

 

   

「先頭行を項目名として使用」を無効にしている場合、参照したフゔルは１行目からすべてデータとし

て扱います。 

  プリセットデータのフゖールドと、フゔルの項目との紐付は、項目名が無いため、「列 1」「列 2」

という列名から選択してください。 
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【固定長を選択した場合】 

4.取り込むフゔル項目の参照開始桁と取り込む桁数を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全ての項目の設定が終わったら、「閉じる」ボタンをクリックし、保存して画面を閉じてください。 
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8.外部データ取り込み 

外部データ取込定義画面で設定した形式のデータを実際に取り込んで、発行レゕウトを生成します。 

 

1.プロジェクトウゖンドウで対象となる基本レゕウトを右クリックします。 

メニューから「外部データ取り込み」を選択します。 

 

「メニューバー」＞「データ」＞「外部データ取り込み」でも操作

可能です。 

 

 

 

 

 

 

2.対象となる基本レゕウトをリストから選択し、「決定」ボタンをクリックしてください。（メニュー

バーから操作した場合） 

 

3.参照ボタンを押し、取込対象となるフゔルを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.フゔルを選択後、レゕウト生成ボタンをクリックします。 

データ出力も同時に行う場合は、データ出力のチェックボックスにチェックを入れます。 

チェック状態は保持されません。 

データ出力にチェックを入れた場合、データ出力

先ウゖンドウが表示されます。 
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5.メッセージが表示されますので、「OK」ボタンを押して作業を終了します。 
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9.データ出力 

e-Labe Designerで作成した、発行レイアウトデータ、テーブルデータをe-Labe Print用フォーマットファイル（*.sefmtz

ファイル）に出力する機能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■出力先：「デバスとドラブ」、「SAS」から選択し 

ます。SAS を選択すると、SATO App Storage に直接デ 

ータをゕップロードします。 

 

■差分のみ：前回データ出力時から変更があったデータの 

み出力データを再作成します。チェックを外すと全デー 

タを再作成するため差分のみに比較して時間がかかり 

ます。 

 

 

 

注意：外字データはデータ出力選択の対象となりません。外字データは、レゕウトの一オブジェクトと

して、出力データに含まれます。データ出力すると、出力先のデータは書き換えられます。 

 

≪デバスとドラブの場合≫ 

 

 

 

 

 

 

 

データ出力ボタンをクリック 
1 

出力先を選択 

２ 

OKをクリック 

３ 

出力先ドラブを選択 

４-a 

フゔル名を入力 

5-a 

保存をクリック 

６-a 
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≪SAS（SATO App Storage）の場合≫ 

 

 

 前回ゕップロードしを実行した場合は、

SATO App Storage のゕドレスが表示されま

す。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 【編集画面】 

 

 

※フォルダは任意項目です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集をクリック 

４-b 

各種項目を入力 

５-b 

クリック 

６-b 

必要に応じてプロキシ情報を入力 

７-b 
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【接続テスト成功時】       【接続テスト失敗時の一例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要に応じて接続テストをクリック 

８-ｂ

OKをクリック 

９-b 

OKをクリック 

１０-ｂ

OKをクリック 

１１-ｂ
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SATO App Storage への接続設定は、「データ出力」画面からだけでなく、メニューバーの「ツ

ール」＞「設定」の「ツール設定」画面の「SAS」タブでも可能です。 
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10.発行履歴データ設定 

プリンタ発行時に出力する発行履歴の出力項目を任意に設定することができます。設定はレゕウトごと

に可能です。 

実際に出力される履歴データはここで設定した項目の先頭に、e-Labe Print で出力される「日時」「呼出

し No」「発行枚数」がセットされます。発行履歴データ設定で任意の項目を設定しない場合は、「日時」

「呼出し No」「発行枚数」のみの出力データとなります。 

※発行履歴を出力するためには、e-Labe Print設定で「発行履歴」を「ON」にする必要があります 

 

設定できるデータは最大 16 項目、１項目の最大桁数 64桁、各項目を合計した桁数が 256 桁以内となり

ます。 

・追加 

登録したデータとデータの間に

新しく行を追加します。 

 

・削除 

指定した行を削除します。 

 

・上へ 

指定した行を上へ移動できます。 

 

・下へ 

指定した行を下へ移動できます。 

 

・合計桁数 

設定した項目の合計桁数を表示

します。最大合計桁数は 256 桁

です。 

 

サンプルの表示内容は、レゕウト上のオブジェクトの状態や、初期値（入力値）の入力有無によって変

わります。 

以下に、サンプル表示内容の詳細条件を記載します。 

 

■サンプルの表示条件 

表示条件 サンプルの表示 

レゕウトのオブジェクトが正常 

初期値（入力値）あり 黒字：初期値（入力値）が表示 

初期値（入力値）なし 青字：オブジェクト名が（）付で

表示 

レゕウトのオブジェクトがエラ

ー 

範囲外エラー 正常の場合と同じ条件で表示 

それ以外のデータ出力が不可能な

エラー 
赤字：エラー表示 

レゕウトのオブジェクトが削除  赤字：エラー表示 

 

 

 

 

 
オブジェクト削除

により空欄 
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※履歴出力に設定されているオブジェクトの削除について 

履歴出力項目に設定されているオブジェクトを削除するときは、以下のような警告メッセージが表示され

ます。 

レゕウト上のオブジェクトを削除しても、発行履歴データの設定は削除されず、エラーの状態のまま残

りますので、メッセージのとおり発行履歴データからも削除が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

履歴出力データについて 

発行履歴データは FX3 の内部共有ストレージ＞SATO＞Histories フォルダーに CSV 形式で出力されます。 

フゔル名は、e-Labe Print で設定する端末 No.とフォーマットフゔル名がつきます。 

 

＜FX3-LX＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜フゔル名について＞ 

[端末 No.４桁]_[フォーマットフゔル名].log 

 

【例】端末 No.1234 のプリンタでフォーマット名「e-Labe サンプル.sefmtz」の場合 

フゔル名：1234_ e-Labe サンプル.log 

 

＜出力履歴内容＞ 

履歴フゔルはカンマで項目が区切られた形式で出力されます。 

データは、必須項目（日時、発行種別区分、呼出し No、発行枚数）と、e-Labe Designer で任意に設定

した項目で１レコードとなります。 

内部共有ストレージ 

SATO 

FormatFiles 

Histories 

Settings 
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【例】Designer で以下の設定を行ったレゕウトの発行履歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

履歴データメージ 

 

“091020_10:45:12”,”F”,”0001”,”000002”,”生チョコケーキ ６号”,”4912345678904”,”3150”,”１０℃以下で保存”[改行] 

“091020_10:46:45”,”F”,”0002”,”000003”,”ショートケーキ ５号”,”4923456789014”,”2625”,”１０℃以下で保存”[改行] 

・ 

・ 

 

 

 

       必ず出力される項目        e-Labe Designer で任意に設定した項目 
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発行履歴データ保存指定手順 

 

1.レゕウトのプロパテゖ画面（データウゖンドウ）を表示し「発行履歴データ設定」ボタンをクリック

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.発行履歴データ設定画面が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.履歴項目に出力したいオブジェクトを一覧から選択し、開始桁、桁数を入力します。 

サンプル欄に選択したオブジェクトのプレビュー表示がされます。 

赤字で「エラー」と表示された場合は、元のオブジェクトがエラーとなっているか、既に削除されている

可能性があります。 

※サンプルの表示条件は、本章の「■サンプルの表示条件」を参照ください。 

 

 

各項目の最大桁数：64 桁 

合計最大桁数：256 桁 
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11.オブジェクト種変換 

デザン上に貼り付けられたオブジェクトの種類を変更することが可能です。 

変更可能なオブジェクトの種類は、“文字列”⇔“価格” および“文字列”⇔“日時”の 4 種類になります。 

 

1.変更したいオブジェクトを選択して、右クリックでメニューを表示します。 

 

2.メニューから、「オブジェクト種変更」を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.オブジェクト種変更時の注意メッセージが表示されます。 

OK ボタンを押してください。 

オブジェクトを変更した場合には、価格オブジェクトの持つ“\”、“, （カンマ）”の補填機能や自動計算な

どの一部機能は無効になります。 

 

 

 

 

 

 

4.変換後のオブジェクトの種類を確認して、「OK」ボタンを押してください。 
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12.バーコードウゖザード 

複雑な組み合わせのバーコードをウゖザード形式で作成するための機能です。 

作成可能なバーコードの種類は、JAN13（JAN13 価格 CD）、JAN8 の 2 種類になります。 

基本的な操作方法は以下の通りです。 

 

1.オブジェクトバーの「バーコードウゖザード」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.カーソルが「オブジェクト貼り付け時カーソル」に変わりますので、デザンウゖンドウ上の任意の場

所をクリックしてください。 

 

3.バーコードウゖザード画面が表示されますので、項目名にオブジェクトの名称を入力し、「次へ」ボタ

ンをクリックしてください。 

.  

名称として入力できる文字は 32 桁（全角 16 文字）までです。 
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4.リストボックスからバーコード種を選択し、「次へ」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.作成するバーコードの構成を選択し、「次へ」ボタンをクリックしてください。 

作成したいバーコード構成が登録されていない場合は、新規登録ボタンをクリックしてください。 
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※新規登録 

新規に登録する構成の項目名と桁数を入力し、「登録」ボタンをクリックしてください。 

ここで登録した内容は、「項目名（桁数）」で構成選択画面に表示されます。 

各項目の桁数の合計が、4.で選択したバーコード種ごとの必要桁数までに達したときに、最終行に自動で

CD 項目が追加されます。 

桁数の欄には、各項目の桁数の合計値が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規に登録した構成は、構成一覧に青文字で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バーコード種で JAN13 を選択した場合には、価格 CD にチェックが可能になります。 

価格 CD にチェックすると、各項目の桁数の合計が必要桁数までに達したときに、価格 CD、価格、CD が

自動で追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JAN13 の場合は 12 桁、JAN8 の場合
は 7 桁まで登録すると、CD 項目が追加
されます。 

 

JAN13の場合は 13桁、 
JAN8の場合は 8桁になる様に設
定してください。 

JAN13 の場合は 12 桁、JAN8 の場合
は7桁まで登録すると、価格CD、価格、
CD項目が追加されます。 
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6.構成内の項目の詳細を設定し、「次へ」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定内容は次の様になります。 

 

・種類 

データの種類になります。 

発行時入力：発行時に入力する項目になります。 

テキスト：固定項目になります 

参照：別の項目の値を参照する項目になります。 

 

・項目名 

項目の名称です。32 桁（全角 16 文字）以内で設定します。 

 

・データ 

発行時入力の初期値、固定印字の“値”を設定します。 

 

・開始桁 

参照先の何桁目からを参照するかを設定します。※種類で参照を設定している場合のみ 

 

・桁数 

項目の桁数です。 
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7.バーコードの詳細を設定し「完了」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定内容は次の様になります。 

・高さ 

バーコードの高さになります。 

 

・細バー幅 

バーコードのナローバーの幅になります。 

 

・解説文字 

解説文字の有無、ガードバーを設定します。 

 

・プレビュー 

縦横比を維持した状態で、バーコードのメージを表示します。貼り付け時のサズとは異なります。 

 

 

・詳細設定 

詳細を設定します。 

設定内容は次の様になります。 

・フォント名 

解説文字のフォント種を選択します。 

 

・縦サズ 

解説文字の縦サズを設定します。 

 

・横サズ 

解説文字の横サズを設定します。 

 

・文字間隔 

解説文字の文字間ピッチを設定します。 

 

・行間隔 

バーコードから解説文字までの間隔を設定します。 
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ウゖザードで作成したバーコードは、下記の様に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、ウゖザードで作成されたバーコードは、データウゖンドウで設定できる内容に制限があります。 

ウゖザードで作成したバーコードは、入力方法の変更、構成の桁数変更、バーコード種の変更ができませ

ん。 

 

 ■ウィザードで作成したバーコードのデータウィンドウ ■通常のバーコードのデータウィンドウ 

一部の項目以外の設

定変更はできません。 
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グリッド表示状態 

13.グリッド設定 

 

デザン画面上に、オブジェクト配置の目安となるグリッドを表示す

ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニューバーグリッドボタン     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グリッドサズの変更方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 
1 

グリッドをクリック 
２ 

グリッド間隔を入力 
３ 

OKをクリック 
４ 

ツールバー 表示＞「グリッド」でも設定可能です 
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14.ツール設定 

ツールの設定を行う画面です。 

 

1.メニューバーの「ツール」から、「設定」を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

■税率設定タブ 

新規にレゕウトを作成した際の、税率の初期値を設定します。 

 

1.整数の値で税率を入力し、「OK」ボタンを押します。 

ここで設定した税率は、新規に作成したレゕウトに適用されます。 

 

 

既存のレゕウトの税率設定の変更は、「レゕウト設定」

から行ってください。 
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■オプションタブ 

ツール動作についての設定を行います。 

 

プロジェクト新規作成時にレゕウト選択画面を表示す

る： 

プロジェクトを新規作成するときに、基本レゕウトか発

行レゕウトかの選択画面を表示するか、しないかの設定

を行います。 

 

Windows フォントを使用： 

チェックを入れると、Windows フォントが選択可能になり

ます。 

 

端末 No.の参照を許可： 

チェックを入れると、e-Labe Print で設定する端末 No.の

参照が可能になります。 

 

プロパテゖウゖンドウを表示する： 

チェックを入れると、プロパテゖウゖンドウでのオブジェクト設定が可能になります。 

 

プロジェクトをゕーカブせずに保存を許可： 

通常は OFF です。プロジェクトを一フゔル化せずに保存できるようになります。seproj フゔルと、

seproj フゔルと同名の.files フォルダの構成になりますが、フゔル名やフォルダ名を変更すると、プ

ロジェクトが開けなくなります。 

 

ゕーカブ出力時にバックゕップを保存： 

通常は ON です。データ出力をする際に、e-Labe Designer の Project フゔルのバックゕップをフォー

マットフゔル（.sefmtz）内に保存します。 

 

外部データ取り込みメニューを表示： 

チェックを入れると、外部データ取り込み定義および外部データ取り込みの２つの機能が有効になります。 

 

プロジェクト新規作成時に STD 形式／PRO 形式の選択肢を表示： 

チェックを入れると、プロジェクト新規作成時に、STD 形式か PRO 形式を選択する画面を表示します。 
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食品大目付そうけんくん連携フゔルを出力： 

PRO 形式選択時に有効となります。 

 

周辺機器連携メニューを表示： 

チェックを入れると、プロジェクト設定に「周辺機器連携」タブを表示します。 

 

 

・和暦設定 

e-Labe Print で印字する和暦を設定します。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元号と和暦を設定して、「OK」ボタンを押してください。 

 

・元号 

元号を漢字 2 文字以下で設定します。（未入力も可） 

 

・西暦 

パソコンのシステム日付から現在の西暦を表示します。 

 

・和暦 

現在の和暦を 1～99 までの 2 桁の数字で入力します。 

 

・加算値 

西暦の下 2 桁に対して、設定された和暦がいくつ加算されているかを計算して表示します。 

 



159 

■SASタブ 

「データ出力」で SATO App Storage (SAS) へアップロードするための接続情報を設定します。接続テストも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集画面】 

 

以下の項目を設定します。 

 ・SAS ゕドレス 

 ・会社 ID 

 ・ログン ID 

 ・パスワード 

 

 

※フォルダは任意項目です 

 フォルダを利用した運用は次ページ「フォルダについ 

て」を参照ください 

 

 

 

 

 

プロキシタブで必要に応じてプロキシを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記設定での接続テストが可能です。 
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【接続テスト成功時】       【接続テスト失敗時の一例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・フォルダについて 

 フォルダは任意項目です。SAS にゕップロードするフゔルを、グループ別に分けたい場合に利用しま

す。e-Labe Print で受信時も、そのフォルダを指定することでフォルダ以下のフゔルをダウンロード可

能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SAS 

FormatFiles 

Settings 

Logs 

Histories 

エリゕ A 

FormatFiles 

Settings 

Logs 

Histories 

エリゕ B 

FormatFiles 

フォルダ指定が無いと、直下の FormatFiles の中に

フォーマットフゔルがゕップロードされます 

フォルダを入力すると、入力名で SAS にフォル

ダが作られ、その下の FormatFiles の中にフォ

ーマットフゔルがゕップロードされます 

・・・ 
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15.オブジェクトのグルーピング機能 

レゕウト上の複数のオブジェクトを選択し、一つのグループにまとめる事が可能です。グループ化した

オブジェクトは、移動させたり、回転させたりする場合などに便利です。 

 

 

■グルーピング手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グルーピングするオブジェクト

を複数選択 

１ 

右クリック＞グループ化-グル

ープ化を選択 

２ 

選択したオブジェクトがグループ化されます。 
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便利さ１：レゕウト編集時、一括で移動できます（選択漏れが無い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

便利さ２：位置関係を崩さず回転できます 

【全オブジェクト選択し、９０度回転させると・・】【グルーピングの上９０度回転させると・・】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オブジェクトをグループ化すると・・ 

各オブジェクトが回転してしまう・・・ 位置情報をキープしたまま回転 
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★グルーピングされている状態でも、各オブジェクトの設定を変更できます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 回クリックするとグループの中の各オブジェクトを選択可能 
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16.フォント一括変更 

レゕウト上のオブジェクトのフォント種、縦/横サズ、書体、配置などの情報を、一括で設定すること

が可能です。 

 

■フォント一括変更手順 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォント種をプリンタ_ 

漢字 24×24 から 

32×32 に一括変更！  

 

 

 

 

「フォント」「書体と配置」にチェック 
１ 

フォント設定と、書体配置設定が表示されます 

レゕウトでフォントを変更したいオブジェクトを複数選択 
２ 

選択した複数のオブジェクトが複数のフォント種が指定され

ている場合は、フォントウゖンドウは空白になります 

フォント種、縦／横倍率、書体などを指定 
３ 

フォントウゖンドウに表示されるフォント一覧は、選択しているオブジェクトの条件によっ

て変わります。例えば、Windows フォントが使えないオブジェクトが含まれている場合は、

Windows フォントは選択できません。 
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17.データ出力オプション 

 

発行アプリケーションである「e-Labe Print」の各バージョンに適合するデータを出力できます。e-Labe Printのバージョンを

確認の上該当のバージョンを選択すると、そのバージョンの e-Labe Print で使用できる範囲内でデータ出力が可能です。 

 

■データ出力オプション機能設定手順 

1.ファイル＞プロジェクト設定を起動します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.「データ出力オプション」タブを選択します。 
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3.お使いの e-Labe Print のバージョンを確認し、該当するバージョンを選択します。 

 バージョンが低いほど、有効な機能の範囲も狭くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★「e-Labe Printバージョン」を切り替えると、Designerは選択したバージョンで利用可能な機能のみ有効になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正しいバージョンを選択しないと、発行時にエラー

が発生するなど問題が起こる事があります。正しい

バージョンを選択してください。 
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■発行プログラムバージョンが未選択のプロジェクトを起動した場合 

データ出力オプション機能に未対応のバージョン（Ver.1.0.0 以前）で作成されたプロジェクトは、発行プログラムバージョ

ン情報が選択されていません。このようなプロジェクトを起動すると、以下のようなメッセージが表示されますので、適合するバ

ージョンを選択してください。 

※発行プログラムバージョンが選択されていない場合、データ出力オプション画面を開くと一時的に最新の発行プログラムバ

ージョンが表示されます 
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18.機能オプション   

プロジェクト全体での機能オプションを設定可能です。 

 

■日時加算日１日を当日に含めるオプション設定手順 

[日時加算日１日を当日に含めるオプションとは] 

日時オブジェクトの加算日を「１日」とした場合に表示される日付が「翌日」なのか「当日」なのかをオ

プションで設定することが可能です。 

 

1.フゔル＞プロジェクト設定を起動します 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 2.機能オプションタブを開き、「日時加算日の１日を当日に含める」を有効にします 
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3.日時オブジェクトをレゕウト上に追加し、加算単位を「日（※）」に指定します。 

 

加算単位は通常は「日」と表示されますが、「プロジェク

ト設定」で「日時加算日の１日を当日に含める」を有効に

すると「日（※）」に変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

＜オプションが無効の場合＞            ＜オプションが有効の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

★日時加算日の１日を当日に含めるオプションが有効の場合で、加算単位を「日（※）」を選択している 

場合、加算値として設定できる最小値は「1」になります。 

加算値に「0」をセットした後で、上記オプションを有効にした場合は「エラー」となります。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日が「2018/3/8」だった場合・・ 本日が「2018/3/8」だった場合・・ 
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■グループ階層設定手順 

e-Labe Print のグループ発行を行うためのグループ階層を選択することが可能です。 

 

1. フゔル＞プロジェクト設定を起動します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 「グループ階層」を、1 階層～3 階層の中から選択します。初期値は「無し」です。 
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3. プロジェクト設定で設定した階層に応じて、プリセット登録画面や発行レゕウトのレゕウト設定画

面にグループ設定項目が表示されます。 
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19.リアルタイム発行一括変更 

プロジェクト内の日時オブジェクトのリアルタイム発行設定を一括で変更する機能です。 

全ての既存レイアウトの設定が一括で変更されます。 

変更を元に戻すことはできませんので、ご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リアルタイム発行一括変更をクリック 
１ 

「リアルタイム発行を無効（有効）にする」を選択 
２ 

「OK」をクリック 
３ 

「OK」をクリック 
４ 

全ての日時オブジェクトの設定が変更されています。 
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20.価格計算の設定方法 

税込価格、税込価格（小数）、本体価格の作成方法や端数処理の考え方について説明します。 

■本体価格から税込価格を求める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

価格オブジェクトを配置 
１ 

「発行時(データ)」をクリック 
2 

このような価格を作成するには・・・ 
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「価格計算機能を使用」をチェック 
3 

「税込み」を選択 4 

「閉じる」をクリック 
5 

価格オブジェクトを配置 
6 
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「[税率 1：10%]価格 1(税込価格)」を選択 
7 

「税込価格」のみ表示する場合は、 

本体価格を「印字しない」に設定します。 

 

価格１に入力した値が「税込価格」で印字されます。 
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■本体価格から税込価格(小数点以下 2 桁表示)を求める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

価格オブジェクトを配置 
１ 

「発行時(データ)」をクリック 
2 

このような価格を作成するには・・・ 

 

税込価格整数部 

 

税込価格小数部 
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「価格計算機能を使用」をチェック 
3 

「税込み(小数)」を選択 4 

「閉じる」をクリック 
5 

価格オブジェクトを配置 
6 
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「[税率１:10%]価格 1(税込価格整数部)」

を選択 

7 

価格オブジェクトを配置 
８ 

「[税率１:10%]価格1 (税込価格小数部)」を

選択 

９ 



179 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

価格１に入力した値が「税込価格(整数)」と「税込価格(小数)」

で印字されます。 

 

「税込価格(整数)」「税込価格(小数)」のみ表示す

る場合は、本体価格を「印字しない」に設定します。 
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■税込価格から本体価格(税抜価格)を求める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

価格オブジェクトを配置 
１ 

「発行時(データ)」をクリック 
2 

このような価格を作成するには・・・ 
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「価格計算機能を使用」をチェック 
3 

「税抜き」を選択 
4 

「閉じる」をクリック 
5 

価格オブジェクトを配置 
6 
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「[税率 1: 10%]価格 1(税抜価格)」を選択 
7 

価格１に入力した値が「税抜価格」で印字されます。 
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■端数処理を変更する 

価格計算で発生する端数の処理方法を設定できます。端数処理は計算で求めた消費税額に対して行ないま

す。 

計算途中の値や計算結果に対しての端数処理ではないためご注意ください。 

 

・税込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算処理「税込み」で求められる価格は「税込価格」と「消費税額」です。 

 

入力価格が「128」、税率が「10」(%)の場合… 

 128 × 0.10 = 12.8 (消費税額) 

 

端数処理が「四捨五入」、端数処理桁数が「小数点以下 1 桁」の場合… 

  
12.8 ⇒ 13 (消費税額) 

 

価格計算の結果… 税込価格「141」、消費税額「13」となります。 
 
・税抜き 

 

 

 

 

 

 

 

計算処理「税抜き」で求められる価格は「税抜価格」と「消費税額」です。 

 

入力価格が「195」、税率が「10」(%)の場合… 

 195 ÷ 1.10 = 177.272727 
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[注意]税抜価格の誤差について 

税込価格から税抜価格、消費税額を求める場合、端数処理を行なうため、求めた値から税込価格を計

算し直すと、元の税込価格と誤差が発生しますので、十分ご注意ください。 

 

 195 〓 177.272727 = 17.727273 (消費税額) 

端数処理が「切り上げ」、端数処理桁数が「小数点以下 1 桁」の場合… 

 
 17.727273 ⇒ 18 (消費税額) 
 
価格計算の結果… 税抜価格「177」、消費税額「18」となります。 
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21.税率の設定／変更方法 

税率の設定や税込み価格、本体価格の作成方法を説明します。 
 

税率は大きく分けて２通りの設定方法があります。 

① レゕウト毎に税率を保持する 

② プロジェクトで保持する税率をレゕウトで参照する 

従来の①以外に、②の設定方法を追加しました。編集が必要なレゕウト数が多い場合、②がより税率変

更時の作業量が少なく済みます。 

 

上記①と②の税率保持方法以外に、税率を設定するタミングによって設定項目が異なります。 

以下のリストで作業内容を確認の上、該当する設定方法を確認ください 

 

[新規でプロジェクトやレゕウトを作成時の税率設定] 

作業内容 設定項目 

プロジェクト作成前に、税率を設定する ツール>設定>税率 

プロジェクト作成後に、新規作成するレゕウトの

税率を設定する 

レゕウトデフォルト設定>税率・割引率 

プロジェクト設定＞共通設定 

 

[既存レゕウトの税率変更] 

① レゕウト毎に税率を保持する場合 

作業内容 設定項目 

レゕウトの税率を一括で変更する ツール>コンバート>税率一括変更 

レゕウトの税率を個別に変更する レゕウト設定>税率・割引率 

 

② プロジェクトで保持する税率をレゕウトで参照する場合 

作業内容 設定項目 

レゕウトの税率を変更する プロジェクト設定>共通設定 
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■[新規でプロジェクトやレゕウトを作成時の税率設定] 

・プロジェクト作成前に、税率を設定する 
※本設定で設定した税率は、「次回プロジェクトを新規作成時」に反映されます。 
既存のプロジェクトの税率変更は、「既存レゕウトの税率変更」をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ツール]をクリック 
１ 

[設定]をクリック 
２ 

税率を変更 
３ 

[OK]をクリック 
４ 
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[×]で e-Labe Designer を終了 
５ 

プロジェクトを新規作成して、レイアウト設定を

開くと変更した税率が反映されています。 
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・プロジェクト作成後に、新規作成するレゕウトの税率を設定する 

① レゕウト毎に税率を保持する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクトを選択 
１ 

[レイアウトデフォルト設定]をクリック 
２ 

[OK]をクリック 
３ 
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[税率・値引率]をクリック 
４ 

税率を変更 
５ 

[OK]をクリック 

[OK]をクリック 

６ 

７ 

1 つのレゕウト内で 2 つの税

率を使用する場合は「複数税率

を指定」に✔ON 
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レゕウトを新規作成すると、レゕウ

ト設定に税率が反映されています。 
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② プロジェクトで保持する税率をレゕウトで参照する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクトを選択 
１ 

[レイアウトデフォルト設定]をクリック 
２ 

[OK]をクリック 
３ 
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[税率・値引率]をクリック 
４ 

[共通設定の税率を参照]をクリックし✔ON 
５ 

[OK]をクリック 
６ 

1 つのレゕウト内で 2 つの税

率を使用する場合は「複数税率

を指定」に✔ON 
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[プロジェクト]をクリック 
７ 

[プロジェクト設定]をクリック 
８ 

[共通設定]タブをクリック 
９ 

税率を変更 
10 

[OK]をクリック 
11 
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レゕウトを新規作成すると、レゕウ

ト設定に「共通設定の税率を参照」の

✔ONが反映されています。 

[OK]をクリック 
12 
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■[既存レゕウトの税率変更] 

・税率を個別に変更する（①レゕウト毎に税率を保持する場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レイアウトをクリック 
１ 

[税率・値引率]をクリック 
３ 

[レイアウト設定]をクリック 

 

２ 

税率を変更 
４ 
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★変更後はデータ出力を行い、実際に印字をして税率変更後の値を確認してください 

[OK]をクリック 
５ 

価格計算の設定画面

で設定した税率が確認

[OK]をクリック 
６ 
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・税率をまとめて変更する（①レゕウト毎に税率を保持する場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ツール]をクリック 
１ 

[税率一括変更]をクリック 
２ 

[OK]をクリック 

 

５ 

税率を変更 
３ 

[OK]をクリック 

４ 
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★変更後はデータ出力を行い、実際に印字をして税率変更後の値を確認してください 

価格計算の設定画面

で設定した税率が確認
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・税率を変更する（②プロジェクトで保持する税率をレゕウトで参照する場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[プロジェクト]をクリック 
１ 

[プロジェクト設定]をクリック 
２ 

[共通設定]タブをクリック 
３ 

税率を変更 

[OK]をクリック 

４ 

５ 
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★変更後はデータ出力を行い、実際に印字をして税率変更後の値を確認してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

[OK]をクリック 
６ 

価格計算の設定画面

で設定した税率が確認
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22.用紙回転機能 

デザン画面の用紙を 0 度、90 度、180 度、270 度に切り替えて表示できます。 

縦長のラベルを横書きで印字したい場合など、用紙を回転させてデザンが可能です。 

 

【印字ラベル】                   【デザン画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■用紙回転手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印字方向 

矢印ボタンをクリック 

矢印は印字方向を示します 

用紙が 90度回転し、用紙の目盛も左下を 

基準とした表示に変わります。 

 

矢印の向きが印字方向です 
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■用紙回転時の表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【90度】 Ｘ 

Ｙ 

【180度】 
Ｙ 

Ｘ 

【270度】 

Ｙ 

Ｘ 

文字列をクリック 
１ 

用紙上をクリック 
２ 

用紙がどの角度に回転されていても、画面

と同じ向きで貼り付きます。 

 

矢印を押すたびに半時計回りに用紙が回転します 

【0度】 

Ｘ 

Ｙ 
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23.グループの設定方法 

e-Labe Print の「グループ発行」でゕテムを絞り込んで発行するためのグループ設定が行えます。

各階層のグループ情報やグループ毎のゕテム一覧の確認も可能です。グループの最大登録件数は、

各階層で 100 件ずつです。（大分類が A、B とある場合、それぞれの大分類に対して 100 件ずつ中分

類が登録可能です） 

■グループ設定手順 

1. プロジェクト設定画面で、グループの階層を指定します 

※詳細は「18．機能オプション〓グループ階層設定手順」を参照してください。 

 

2. プロジェクトウゖンドウの表示項目を「グループ」に切り替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 右クリック＞グループ新規作成で大分類のグループを作成します。 
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4. 作成した大分類のグループをダブルクリックし、中分類を表示し右クリック＞グループ新規作成で中分

類のグループを作成します 

※3 階層の設定をしている場合は、同様に小分類も作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. プリセット登録画面でグループの設定を行います。 

基本レゕウトを使用せず、発行レゕウトを直接作成している場合は、発行レゕウトのレゕウト

設定画面でグループの設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※３、4 番目の手順で登録したグループをリストから選択する以外に、直接入力も可能です。 

 レゕウト生成をすると直接入力したグループ名がグループリスト一覧に追加されます。 

 

※プリセット画面で登録する場合、グループ情報は必須項目です。 

 グループが入っていないデータはレゕウト生成時にエラーとなり発行レゕウトが生成できません。 
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※発行レゕウトのレゕウト設定画面でグループ登録する場合、グループ情報は設定省略可能ですが、

グループ情報が不足しているレゕウトは e-Labe Print の「グループ発行」の対象外となります。 
 

■グループ情報の表示 

1. プロジェクトウゖンドウの表示項目を「グループ」に切り替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 各階層のグループ一覧やそのグループが設定されているレゕウト数を確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

■グループの表示順変更 
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■グループ名の編集 

1. プロジェクトウゖンドウの表示項目を「グループ」に切り替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 名称を変更したいグループを選択し、データウゖンドウで変更します。 
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■グループの削除 

1. プロジェクトウゖンドウの表示項目を「グループ」に切り替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 削除したいグループを選択し、右クリック＞削除を選択します。 

 

 

※但し、既に呼出しテーブルで選択されている（件数が 1 件以上の）グループは削除ができません。 
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■グループの表示順変更 

1. プロジェクトウゖンドウの表示項目を「グループ」に切り替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 階層ごとに、「上へ移動」「下へ移動」ボタンでグループの表示順を並び替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ここで変更した表示順は e-Labe Print のグループ発行にも反映します 
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■グループ別発行レゕウトの表示 

1. プロジェクトウゖンドウの表示項目を「発行レゕウト」に切り替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 右端のフゖルターゕコンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. フゖルター設定画面でフゖルターを指定します。 
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4. フゖルターした結果が表示されます。フゖルターゕコンが赤い場合は、フゖルター設定が有効です。 
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24.日時加算値の上限／下限チェック機能の設定方法 

あらかじめ日時オブジェクトに上限値と下限値を設定しておくことで、e-Labe Print で範囲外の加算

値を入力時、入力エラーをかけられます。 

上限値、下限値は固定の値や、他のオブジェクトの値を参照することが可能です。 

※チェック機能を利用するには、e-Labe Print の設定で「日付加算の上限下限チェック」をオンにす

る必要があります。 

■日時オブジェクトに固定の上限値／下限値を設定する手順 

1. チェックをかけたい日時オブジェクトを選択し、入力方法の詳細設定を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 上限チェックのチェックをオンにし、固定を選択します。 

 

 

3. 上限値を入力します。 
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4. 下限チェックも同様にチェックをオンにし、固定を選択、下限値を入力します。 

 

 

5. e-Labe Print の設定＞システム管理＞「日付加算の上限下限チェック」をオンにします。 
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■プリセットデータで上限値／下限値を設定する手順 

1. 基本レゕウトで上限値（下限値）を入力するための文字列を作成し、データセットをオンにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. チェックをかけたい日時オブジェクトを選択し、入力方法の詳細設定を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 上限チェックのチェックをオンにし、参照を選択します。 

 

 

4. 「1」で作成しておいた「上限チェック値」オブジェクトを選択します。 
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5. 下限チェックも同様にチェックをオンにし、参照を選択、「下限チェック値」を選択します。 

 

 

6. プロジェクトウゖンドウの基本レゕウトの上で右クリックし、プリセットデータ新規作成をクリック

します。 
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7. プリセット登録画面に「上限チェック値」「下限チェック値」が表示されるので、呼出し No.毎に任

意の値をセットします。 

 
 

8. e-Labe Print＞設定＞システム管理＞「日付加算の上限下限チェック」をオンにします。 
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25.基準日付の上限／下限チェック機能の設定方法 

あらかじめ上限値と下限値を設定しておくことで、e-Labe Print で範囲外の基準日付を選択時、設定

エラーをかけられます。設定はレゕウト単位で行います。 

上限値、下限値は固定の値や、他のオブジェクトの値を参照することが可能です。 

※チェック機能を利用するには、e-Labe Print の設定で「基準日付変更の上限下限チェック」をオン

にする必要があります。 

■固定の上限値／下限値を設定する手順 

1. チェックをかけたいレゕウトを選択し、「レゕウト設定」を開きます。 

 

 

 

2. 基準日付タブをクリックします。 
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3. 指定単位を選択します。 

 
 

4. 上限チェックのチェックボックスをオンにし、固定を選択します。 
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5. 上限値を-999～999 の範囲で指定します（ここでは例として「5」とします）。 

 
 

6. 下限チェックも同様にチェックをオンにし、固定を選択、下限値を入力します（ここでは例として「-1」

とします）。 
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7. e-Labe Print の設定＞システム管理＞「基準日付変更の上限下限チェック」をオンにします 

 

 

 

発行画面で範囲外の日時を選択すると、以下のようなエラーが掛かります。 
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■プリセットデータで上限値／下限値を設定する手順 

1. 基本レゕウトで上限値（下限値）を入力するための文字列を作成し、データセットをオンにします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. レゕウト設定を開きます。 
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3. 基準日付タブをクリックします。 

 
 

4. 指定単位を選択します。 

 

 

5. 上限チェックのチェックをオンにし、参照を選択します。 

 

 

6. 「1」で作成しておいた「上限チェック値」オブジェクトを選択します。 
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7. 下限チェックも同様にチェックをオンにし、参照を選択、「下限チェック値」を選択します。 

 

 

 

8. プロジェクトウゖンドウの基本レゕウトの上で右クリックし、プリセットデータ新規作成をクリッ 

クします。 
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9. プリセット登録画面に「上限チェック値」「下限チェック値」が表示されるので、呼出し No.毎に任

意の値をセットします。 

 

 

10. e-Labe Print＞設定＞システム管理＞「基準日付変更の上限下限チェック」をオンにします。 

発行画面で範囲外の日時を選択すると、以下のようなエラーが掛かります。 

 



224 

26.条件テーブルを使った条件印字の設定方法 

特定のデータ入力時にオブジェクトを印字する・しないを条件テーブルとして設定可能です。レゕ

ウトを増やすことなく異なるパターンの印字が可能です。 

条件テーブルはレゕウトごとに設定しますが、設定条件はコピー＆ペーストができるため、他のレ

ゕウトの条件テーブルに内容をコピーして使用することも可能です。 

■条件テーブル 画面項目説明 

＜条件テーブルメン＞ 

 
 

No. 項目 内容 

1 判定オブジェクト 条件の判断対象とするオブジェクトを選択します。 

＜判定対象に指定不可能なオブジェクト＞ 

・連番 

・リゕルタム発行 ONの日時 

・上記 2 つを参照するオブジェクト 

2 判定形式 データの値の種類を [文字列]／[値]から選択します。 

3 条件 データの比較条件を選択します。「判定形式」で選択した形式

により、選択可能な条件が異なります。 

文字列：次の値に等しい 

    次の値に等しくない 

    次の値を含む 

    次の値を含まない 

    次の値で始まる 

1 2 3 4 5 6 7 
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    次の値で終わる 

 

数値： 次の値の間 

    次の値の間以外 

    次の値に等しい 

    次の値に等しくない 

    次の値より大きい 

    次の値より小さい 

    次の値以上 

    次の値以下 

4 判定値種別 [固定]のみ選択可能 

5 判定値 1 条件を満たす判定値を入力します。 

[文字列]は最大 100 桁まで入力可能です。 

[値]は最大 15 桁の数字が入力可能です。 

 

＜[文字列]入力時の留意点＞ 

データは自動的にダブルクォーテーション(“)でくくられます

（手動でくくった場合を除く）。判定値はダブルクォーテーシ

ョンを取り除いた値を使用します。 

例）判定値「”e-Labe”」   ⇒ 「e-Labe」として判定 

    判定値「“”e-Labe””」 ⇒ 「”e-Labe”」として判定 

    判定値「“”e-Labe”」  ⇒ 「”e-Labe」として判定 

6 判定値 2 「条件」が[次の値の間]と[次の値の間以外]を選択時のみ入力

可能です。判定値１と設定方法は同じです。 

7 ゕクション 条件を満たしたときの動作を設定します。 
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＜ゕクション設定＞ 

 

 

No. 項目 内容 

1 オブジェクト ゕクション対象のオブジェクトを選択します。 

2 ゕクション種別 [印字有無]のみ選択可能 

3 種類 [固定]のみ選択可能 

4 値 [印字有無]の動作を選択します。 

[印字する]：オブジェクトを印字します 

[印字しない]：オブジェクトを印字しません 

[(レゕウトの設定に従う)]： 

データウゖンドウ「印字しない」の設定に従います 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 
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■条件テーブルを設定する手順 

本マニュゕルでは以下の条件を例に条件テーブルを設定する手順を説明します。 

[やりたいこと] 

税込価格を印字する際、小数点以下２桁まで印字する。 

但し、計算した結果、小数点以下が「00」の場合は、整数部分のみを右に寄せて印字する。 

 

 

 

[条件設定に必要なオブジェクト] 

 

条件判断 ① 本体価格 

 

パターン１ ② 税込価格（整数） 

③ 税込価格（小数） 

④ 小数点 

 

パターン 2 ⑤ 税込価格（整数）右寄せ 

 

※レゕウト上は、パターン１とパターン２を重ねて配置します 

 

[条件設定内容] 

「税込価格（小数）」が”00”に等しい   ⇒パターン 1 を印字しない 

「税込価格（小数）」が”00”に等しくない ⇒パターン 2 を印字しない 

 

 

④ 

③ 

①  

② 

⑤ 



228 

[条件テーブルの設定] 

1. レゕウトのデータウゖンドウにある「条件テーブル」を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 「判定オブジェクト」に「[税率 1： XX%]本体価格（税込価格小数部）」を選択します。 

※上記の「条件設定内容」に記載されている「税込価格（小数）」の値は、元となる「本体価格」の税込計

算結果として「本体価格（税込価格小数部）」というオブジェクトとして参照可能です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 判定形式以下を次のように設定します。 

 

・判定形式：文字列 

・条件：次の値に等しい 

・判定値種別：固定 

・判定値１：”00” 
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4. ゕクションボタンをクリックし、ゕクション設定画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

5. 「ゕクション設定」には、『設定した条件を満たした場合のゕクション』を設定します。 

今回は『「税込価格（小数）」が’00’に等しい場合のゕクション』を設定します。 

 

＜ゕクション＞ 

・オブジェクト：税込価格（整数） 

・ゕクション種別：印字有無 

・種類：固定 

・値：印字しない 

 

・オブジェクト：税込価格（小数） 

・ゕクション種別：印字有無 

・種類：固定 

・値：印字しない 

 

・オブジェクト：小数点 

・ゕクション種別：印字有無 

・種類：固定 

・値：印字しない 

 

パターン１ 

 

税込価格（整数）※印字しない 

税込価格（小数）※印字しない 

小数点     ※印字しない 

 

パターン 2 税込価格（整数）右寄せ 
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6. 条件テーブル登録画面に戻り「「税込価格（小数）」が”00”に等しくない場合、パターン 2 を印字

しない」という条件を登録します。 

 

・判定オブジェクト：[税率 1： XX%]本体価格（税込価格小数部） 

・判定形式：文字列 

・条件：次の値に等しくない 

・判定値種別：固定 

・判定値１：”00” 

 

 ＜ゕクション＞ 

・オブジェクト：税込価格（整数）右寄せ 

・ゕクション種別：印字有無 

・種類：固定 

・値：印字しない 

 

パターン１ 

 

税込価格（整数） 

税込価格（小数） 

小数点      

 

パターン 2 税込価格（整数）右寄せ 

※印字しない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 条件テーブルを閉じます。 
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7.実用編 
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① 

② 

③ 

④ ⑤ 

1.基本的なレゕウトの作成 

e-Labe Designer の一般的な機能を利用して、下図の様なレゕウトを作成する手順を説明します。 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レゕウトは、下記の項目で構成されています。 

 

 

印字内容 

№ データ 入力方法 備考 

① 商品名 e-Labe Print で入力  

② バーコード e-Labe Print で入力 JAN13 チェックデジット自動付加 

③ 保存方法 テーブル  

④ 価格 e-Labe Print で入力 価格編集 

⑤ 税込価格 固定データ  

 

用紙情報 

縦 50mm×横 50mm、バーラベフリーラベル 
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1. e-Labe Designerを起動します。 

デスクトップ上のゕコンをダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

2. プロジェクト選択画面で新規作成を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 作成するプロジェクトの種類、レゕウト種を選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

今回は以下を指定 

・プロジェクト種：STD 形式 

・レゕウト種：発行レゕウト 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 用紙設定（用紙定義、センサタプ、サズ）を行い、「次へ」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

用紙サズは、1mm 単位での指定が可能です。 

 

用紙やプリンタの動作に関して、より詳細な設定を行う場合は、 

「詳細設定」ボタンを押し、詳細設定画面で設定を行います。 

 

 

 

 

ク リ ッ

今回のレイアウト作成は 

バーラベフリーラベル（縦 50mm×横 50mm）を使用します。 
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5. 3～4で設定した情報が反映された、用紙のレゕウトデザン画面が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 新規作成した情報を保存します。 

メニューバーの「フゔル」＞「プロジェクト 名前を付けて保存」でフゔルを保存します。 

 

 

 

作成したプロジェクトは、.seproz の拡張子で保存されます。 

 

 

 

 

注意： 

ツール設定のオプションで「プロジェクトをゕーカブせずに保存を許可する」オプションを選択時に、

フゔルの種類 プロジェクトフゔル（*.seproj）を選択すると、保存したプロジェクトは seproj フゔ

ルと、.files フォルダで構成されます。 

フゔルを移動したり、バックゕップとしてコピーしたりする場合は、必ずセットで操作してください。 

 

 

 

 

 

 

 

また、プロジェクトをゕーカブせずに保存した場合は、プロジェクトフゔル及び、フォルダの名称は

変更しないでください。作成したデータが参照できなくなります。 
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7. フォルダーの名称を付けます。 

① プロジェクトウゖンドウのフォルダーを選択します。 

新規作成時は初期名称“フォルダー1”等が設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② データウゖンドウの情報がフォルダー情報に変更されますので、フォルダー名称を入力します。 

 

  



236 

8. 呼出しデータ（レゕウト）の名称を付けます。 

① プロジェクトウゖンドウのレゕウトを選択します。 

新規作成時は初期名称“レゕウト 1”等が設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② データウゖンドウの情報がレゕウト情報に変更されますので、呼出しデータ名（レゕウト名）

と呼出し No.（レゕウト No.）を入力します。 

呼び出し No.は、e-Labe Print の「ナンバー発行画面」で入力する番号になります。 

読み取り専用ボタン   を ON にすると、呼出しデータの上書きが禁止されます。
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9. 文字を貼り付けます。 

① オブジェクトバーの「文字列」をクリックして、「文字列」を選択状態にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② デザンウゖンドウ内の用紙メージをクリックして、オブジェクトを貼り付けます。 

 

文字オブジェクトは、ドラッグで位置の移動が可能です 

 

 

 

 

 

 

③ データウゖンドウでオブジェクトの詳細設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※それぞれの項目の設定内容はボタンをクリックして、 

ヘルプをご覧ください。 

 

 

項目名：商品名 

入力方法：発行時（データ） 

データ桁数：20桁 

データ： 

フォント名：プリンタ_漢字（32x32）”8pt 相当”

縦サイズ：2倍、横サイズ：1倍 

文字間：0.5pt 
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10. バーコードを貼り付けます。 

① オブジェクトバーの「バーコード」をクリックして、「バーコード」を選択状態にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② デザンウゖンドウ内の用紙メージをクリックして、オブジェクトを貼り付けます。 

 

バーコードオブジェクトは、マウスドラッグで位置の移動、サ

ズ（倍率）変更が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ データウゖンドウでオブジェクトの詳細設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「C/D 自動付加」にチェックを入れることにより、e-Labe 

Print でデータ入力時、最終桁にチェックデジットが自動的に

計算されて付加されます。 

 

項目名：JAN13 

入力方法：発行時（データ） 

データ：0000000000000 

バーコード種：JAN13 

高さ：10mm 

細バー幅：4倍 

解説文字付加：✔ 

C/D自動付加：✔ 

 



239 

11. 保存方法用のテーブルを作成します。 

保存方法メッセージ項目は、テーブル機能を使用しています。まずは、参照するためのテーブルを作成し

ます。 

① 「プロジェクトウゖンドウ」＞「漢字テーブル」の順で、テーブル登録画面を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② テーブルデータを登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

登録番号は e-Labe Print で入力する番号、値はその番号に対して変換され印字されるデータです。 

例）e-Labe Print で“2”と入力 →“常温で保存”と印字 

 

 

③ 登録が完了したら画面右下の「閉じる」ボタンをクリックし、テーブルを保存して画面を閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ データウィンドウでテーブル名を設定します。テーブル No.は変更できません。 
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12. 保存方法項目を貼り付けます。 

① オブジェクトバーの「文字列」をクリックして、「文字列」を選択状態にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② デザンウゖンドウ内の用紙メージをクリックして、オブジェクトを貼り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ データウゖンドウでオブジェクトの詳細設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目名：保存方法 

入力方法：発行時（データ） 

機能：テーブル変換 ✔ 

テーブル：「1」保存方法 

データ桁数：36桁 

データ： 

フォント名：プリンタ_漢字（24×24） 

縦サイズ：2倍、横サイズ：1倍 

文字間：0.0pt 



241 

「テーブル変換」選択時に、以下のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「テーブル参照値の最大桁数を「データ桁数」にセットしてください。（ただし、全角文字は 1 文字 2

桁とします。）」 

 

 

データ桁数にセットする値は、参照中のテーブルの“値”の最大桁数をセットする必要があります。 

テーブルの登録を更新した際などに、セットした最大桁数を超えてしまうと、 

右図の様に“エラー”として表示されます。 

エラーになった場合は、テーブルの“値”の最大桁数にデータ桁数を変更してください。 
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13. “税込価格”文字を貼り付けます。 

① オブジェクトバーの「文字列」をクリックして、「文字列」を選択状態にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② デザンウゖンドウ内の用紙メージをクリックして、オブジェクトを貼り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ データウゖンドウでオブジェクトの詳細設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目名：税込価格固定 

入力方法：固定 

データ：税込価格 

フォント名：プリンタ_漢字（32x32）”8pt相当” 

縦サイズ：1倍、横サイズ：1倍 

文字間：0pt 
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14. 税込価格を貼り付けます。 

① オブジェクトバーの「価格」をクリックして、「価格」を選択状態にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② デザンウゖンドウ内の用紙メージをクリックして、オブジェクトを貼り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ データウゖンドウでオブジェクトの詳細設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目名：価格 

入力方法：発行時（データ） 

データ桁数：4桁 

データ： 

フォント名：プリンタ_価格文字 24×36 

縦サイズ：1倍、横サイズ：1倍 

文字間：0pt 

通貨書式：\1,234 
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15. e-Labe Print の入力画面を設計します。 

① 「入力画面」タブをクリックして、e-Labe Print の入力画面設定を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② クリックで「保存方法」行を選択し、「下へ移動」ボタンで「価格」との入力順番を入れ替えます。 
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e-Labe Print 画面 
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16. プレビューでレゕウトを確認します。 

① ツールバーの「プレビュー・テスト発行」ボタンをクリックし、プレビュー・テスト発行画面を表示

します。 

 

メニューバーの「フゔル」＞「プ

レビュー・テスト発行」からでも同

様の画面が開けます。 

 

 

 

 

② 各項目の入力値に印字データを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「プレビュー」ボタンを押して、印字プレビューを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリンタがオンランで接続されている環境であれば、「プリンタ」で設定したプリンタドラバを経

由してプリンタからラベルを発行することが可能です。 

プリンタドラバは株式会社サトーのホームページ（http://www.sato.co.jp）からダウンロードでき

ます。 

商品名：生チョコレート 

JAN13：491234567890 

価格：1100 

保存方法：1 

発行枚数：1 

今回作成したレイアウトのプレビュー結果には、以下の内容が反映されていま

す。 

・JAN13・・・CD計算 

入力：491234567890 ⇒ プレビュー：4912345678904 

※最終桁 C/D（チェックデジット）付加 

・保存方法・・・テーブル 

入力：1 ⇒ 冷蔵庫（10℃以下）で保存してください 

保存方法テーブル（漢字テーブル）の登録番号“1”の“変換値”をセット 

・税込価格・・・￥，補填 

入力：1100 ⇒ 印字：\1,100  
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17. データを出力します。 

e-Labe Desingerで作成したデータをe-Labe Printで呼出すためには、データ出力をする必要があります。 

この作業で、Designer で作成したレゕウト、テーブル、その他の情報を Print で呼出せるフォーマット

形式（*.sefmtz フゔル）に変換します。 

 

① ツールバーの「データ出力」ボタンをクリックし、データ出力画面を表示します。 

 

メニューバーの「フゔル」＞ 

「データ出力」からでも同様の画面

が開けます。 

 

 

  

 

② 出力先「デバスとドラブ」を選択し、データ出力内容を確認し、OK ボタンをクリックします。 

初期状態では、全てのフゔルが出力対象となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ゕーカブ出力画面で、保存先、フゔル名を指定して「保存」ボタンをクリックします。 

 

差分のみにチェックを入れた状態で OK ボタンを押すと、 

前回の出力から変更があったデータのみを出力します。 

データが大量にある場合に、出力時間の短縮が図れます。 
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④ 出力が完了すると、データ出力完了のメッセージが表示されますので、「OK」ボタンをクリックして、

作業を終了します。 

 

 

[出力したフォーマットフゔル] 
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18. プロジェクトを上書き保存します。 

ツールバーの「プロジェクト上書き保存」ボタンをクリックし、プロジェクトを保存します。 

 

メニューバーの「フゔル」＞「プロジェク

ト上書き保存」でも同様の操作が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

19. e-Labe Designer を終了します。 

画面右上の「×」ボタンをクリックし、e-Labe Designer を終了します。 

 

メニューバーの「フゔル」＞「終了」でも同様の操作が行えます。 
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より分かりやすいメージでデザンするには？ 

印刷する値をレゕウト上でセットすることで、実際の印字に近いメージでのデザンが可能です。 

入力が発行時（データ）の項目については、データ部分に値を入力するとそのまま画面に反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、データにセットされた値は、e-Labe Print で入力画面での初期値として表示することが可能です。 

よく入力するデータを予めセットしておけば、e-Labe Print での入力操作を省くことができます。 

 

 

印字位置を揃えるには？ 

複数のオブジェクトの位置を揃えたり、等間隔に配置したりすることが可能です。 

複数のオブジェクトを選択し、ツールバーの位置合わせボタンをクリックすると、簡単に位置合わせが

行えます。 

 

 

キーボードの Shift（シフト）キーを押しながら、オブジェクトをクリックすると、複数のオブジェク

ト選択が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データをセットすると・・・ 

具体的なイメージでデザイン設計が行えます。 
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2.フォーマットフゔルを USB ケーブル経由で FX3-LXにコピー 

先に作成してデータ出力したフォーマットファイルを、USB ケーブル経由で FX3-LX にコピーする手順を説明します。 

 

1. コンピュータと FX3-LX を USB ンタフェースで接続します。 

2. FX3-LX のホーム画面上部を下にスワプします。 

ステータスバーが表示されます。 

     

3. ホーム画面上部をもう一度下にスワプします。 

クック設定パネルが表示されます。 

 

4. 「この端末を USB で充電」をタップします。 

5. 「フゔルを転送する」をタップします。 

 

FX3-LX がコンピュータに認識されます。 

 

6. コンピュータのエクスプローラから「PC」を開き、「デバスとドラブ」＞「FX3-LX-MX6DL」

をダブルクリックします。 

Windows 10 を例にしています。OS によってはメニュー名が異なる場合があります。 

スワプ 
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注意 

・ 初めて FX3-LX をコンピュータと接続すると、自動的にドラバのンストールがおこなわれま

す。このため、ゕコンが表示されるまで時間がかかる場合があります。 

・ 「FX3-LX-MX6DL」をダブルクリックしても中身が表示されない場合は、手順 2 からやり直して

ください。 

 

7. 「内部共有ストレージ」＞「SATO」＞「FormatFiles」フォルダを選びます。 

     

注意 

「SATO」＞「FormatFiles」フォルダがない場合は、手動で作成してください。 

 

8. フォーマットフゔルを「FormatFiles」フォルダにコピーします。 

    

 

以上で、FX3-LX への登録（プリセット）は完了です。 

 

注意 

必ずフォーマットフゔルをコピーしてください。プロジェクトフゔルは e-Labe Print で読み込むこと

ができません。 

フォーマットフゔルは「F」マークのゕコンで拡張子「.sefmtz」のフゔルです。 
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3.複雑なレゕウトの作成 

先に作成したレイアウトを利用して、下図の項目を追加・変更する手順を説明します。 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印字内容 

№ データ 入力方法 備考 

① 固定グラフィック グラフィック  

② 商品コード e-Labe Print で入力  

③ 価格（税込価格） 本体価格からの自動計算 未印字で本体価格項目作成 

④ バーコード 固定+参照 
JAN13、チェックデジット自動付加、複数項

目結合 

バーコード構成  “02”（固定）＋商品コード 6桁（入力）＋価格 4桁 C/D 

④

③

①

② 
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1. 前回作成したフゔルを開きます。 

e-Labe Designer のフゔルは、フゔルのダブルクリックで開くことができます。 

作成されたフゔルの拡張子は、seproz※になります。 

エクスプローラ用のゕコンは、右になります。 

 

※プロジェクトをゕーカブせずに保存した場合の拡張子は、 

seproj になります。 

 

 

e-Labe Designer 起動＞「参照」＞フゔル選択でも同様の操作が行えます。 

 

 

2. 前回作成した呼出しデータ（レゕウトフゔル）を指定します。 

プロジェクトウゖンドウで、変更する呼出しデータ（レゕウトフゔル）を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+で表示されている箇所は、クリックで展開が可

能です。 
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3. グラフゖックデータを貼り付けます。 

① オブジェクトバーの「固定グラフゖック」をクリックして「固定グラフゖック」を選択状態にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② デザンウゖンドウ内の用紙メージをクリックして、オブジェクトを貼り付けます。 

 

固定グラフゖックオブジェクトは、マウスドラッグで位置の移動、

サズ（倍率）変更が可能です。 

初期画像で 10mm×10mm の SATO マークが貼りつきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ データウゖンドウでオブジェクトの詳細設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目名：プラマーク 

入力方法：埋め込みグラフィック 

サイズ：倍率指定 100%×100% 
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④ 「選択」ボタンを押して埋め込みグラフゖックを取込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初期状態で参照されるフォルダは、e-Labe Designer ンストールパスの、各プリンタのサンプルグラ

フゖックフォルダになります。 

 

 

 

グラフゖックデータを貼り付ける際の注意点・・・ 

グラフゖックデータを 100%以外のサズに設定すると、粗くなったり、つぶれたりしてしまうことがあ

ります。 

グラフゖックをよりよい状態で印字するためには、実際の印字サズ（mm）×プリンタのヘッド密度のピ

クセルデータを用意する必要があります。 

 

 

 

 

表示メニューの操作で、画面の表示方法が変

更できます。 

「縮小版」表示に切り替えることで、BMP ファイ

ルイメージが確認できます。 
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4. JAN13 の構成を変更します。 

まず、バーコードを構成する項目を新規に作成します。 

1)本体価格項目の作成 

① オブジェクトバーの「価格」をクリックして、「価格」を選択状態にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② デザンウゖンドウ内の用紙メージをクリックして、オブジェクトを貼り付けます。 

 

今回は、印字位置情報等は影響しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ データウゖンドウでオブジェクトの詳細設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目名：本体価格 

入力方法：発行時（データ） 

データ桁数：4桁 

データ： 

フォント情報は設定する必要ありません 

印字しない：✔ 
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2)商品コード項目の作成 

① オブジェクトバーの「文字列」をクリックして、「文字列」を選択状態にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② デザンウゖンドウ内の用紙メージをクリックして、オブジェクトを貼り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ データウゖンドウでオブジェクトの詳細設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目名：商品コード 

入力方法：発行時（データ） 

データ桁数：6桁 

データ： 

フォント名：プリンタ_X2（12X30） 

縦サイズ：1倍、横サイズ：1倍 

文字間：0pt 
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3）JAN13 の構成を変更します。 

① デザン画面上の JAN13 をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 入力方法を「参照・結合」に変更し、「詳細設定」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ バーコードの構成を設定し、「OK」ボタンで画面を閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.種類：固定 

データ：02 

2.種類：参照 

データ：商品コード（リストから選択） 

開始桁：1、桁数：6 

右詰 0 補填 

3.種類：参照 

データ：本体価格（リストから選択） 

開始桁：1、桁数：4 

右詰 0 補填 
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5.本体価格から税込み価格を計算させるように変更します。 

① 4)-①で作成した本体価格項目の 「価格計算機能を使用」にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「詳細設定」ボタンをクリックし、価格計算設定画面を開いて以下を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※税率の変更は、レゕウト設定から行ってください

計算処理：税込み 

端数処理：四捨五入 

端数処理桁数：小数点以下 1桁 

税率：10% 
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6. 税込み価格を本体価格から参照させるように変更します。 

① レゕウト上の「価格」項目をクリックして、「価格」を選択状態にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② データウゖンドウでオブジェクトの詳細設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目名：価格 

入力方法：参照 

        本体価格（税込価格） 

フォント名：プリンタ_価格文字（24×36） 

縦サイズ：1倍、横サイズ：1倍 

文字間：0pt 
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価格計算機能 ON 時の参照では、計算後の値が参照できます。 

「税込み」を選択した場合は、「税込価格」、「消費税額」が選択できるようになります。 

 

 

 

 

 

 

5〓②で「税込み（小数）」を選択した場合は「税込価格整数部」、「税込価格小数部」が選択できる 

ようになります。 

 

 

 

 

 

「税抜き」を選択した場合は、「税抜価格」、「消費税額」が選択できるようになります。 

 

 

 

 

 

 

また、レゕウト設定画面で「値引率」を選択した場合は、5〓②で「パーセント引き」を選択でき、 

参照できる値は「値引き後価格」、「値引き額」になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照リストに表示される項目名は・・・ 

[税率 1: 10%]本体価格（税込価格） 

税率    項目名          計算後の値 
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4.基本レゕウトとプリセットデータ 

基本レゕウトはプリセットデータと組み合わせて発行レゕウト（呼出しデータ）を作成するための基

となるレゕウトです。 

この機能を利用すると、固定情報、印字位置、文字情報が同じ発行レゕウト（呼出しデータ）を簡単に

複製することができます。 

基本レゕウトを直接呼出しデータとして使用することはできません。 

 

基本レゕウトは以下の 5 つの方法で作成できます。 

1.新規プロジェクト作成時に、レゕウトの種類で基本レゕウトを選択する。 

2.メニューバーの「フゔル」＞「新規作成」で基本レゕウトを選択する。 

3.ツールバーの「新規作成」で基本レゕウトを選択する。 

4.プロジェクトウゖンドウのプロジェクト右クリックメニューの「新規作成」で基本レゕウトを作

成する。 

5.選択した発行レゕウトを、メニューバーの「フゔル」から「基本レゕウトに変換」で基本レ

ゕウトに変換する。 

 

基本的なレゕウト作成方法は、発行レゕウトと同じです。 

基本レゕウト独自の機能として、参照以外の入力項目の「データセット」チェック、「呼出しグラフゖ

ックのデータセット」の指定が可能です。 

データセットにチェックされたオブジェクトは、プリセットデータ登録が可能な項目になります。 

 

 

先に作成した発行レゕウトを基本レゕウトに変換し、四つの項目をデータセット項目に変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印字内容 

№ データ 入力方法 備考 

① 商品名 データセット  

② 商品コード データセット  

③ 価格 データセット（本体価格から参

照） 

 

④ 保存方法 テーブル  

① 
② 

③ 

④ 
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1. 発行レゕウトを基本レゕウトに変換し、基本レゕウトを作成します。 

① 前回作成した呼出しデータ（レゕウトフゔル）を指定します。 

プロジェクトウゖンドウで、変更する呼出しデータ（レゕウトフゔル）を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② メニューバーのフゔルから「基本レゕウトに変換」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 確認メッセージが表示されますので、「はい」ボタンをクリックして、変換を実行します。 

変換した発行レゕウトは、コピーされて基本レゕウトに変換されますのでそのまま残ります。 

変換が完了すると、プロジェクトウゖンドウの基本レゕウトフォルダーに、基本レゕウトが作成され

ます。 

 

+で表示されている箇所は、クリックで展開が可

能です。 
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2. 基本レゕウトの名称を付けます。 

① プロジェクトウゖンドウの基本レゕウトを選択します。 

新規作成時は初期名称“基本レゕウト 1”等が設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② データウゖンドウの情報がレゕウト情報に変更されますので、基本レゕウト名を入力します。 

 

読み取り専用ボタン   を ON にすると、基本レゕウトの上書きが禁止されます。 

レゕウト設定ボタンをクリックすると、レゕウトの詳細設定画面が表示されます。 
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3. 項目をデータセット項目に変更します。 

 

① 品名項目を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② データウゖンドウで「データセット」項目に✔をいれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ “本体価格”、“商品コード”、“グラフゖック”、“保存方法”の項目も同様の操作を行います。 

“価格”項目は、“本体価格”を参照しているため、参照元である“本体価格”項目にチェックする必要があ

ります。 

“固定グラフゖック”項目をデータセット項目に設定する場合は、あらかじめメニューバーの「フゔル」

＞「新規作成」＞「グラフゖック」で呼出しグラフゖックをプロジェクトに登録した上で「呼出しグラ

フゖック（データセット）」を選択し、グラフゖックを選択してください。

追加設定 

データセット：✔ 

データセットに設定した項目の

背景は、黄色になります。 
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4. プリセットデータの登録順番を変更します。 

プリセットデータ登録画面の項目は、項目の貼り付け順に表示されます。 

この機能を利用するとプリセット登録画面の登録順が任意に変更できます。 

① メニューバーの「データ」＞「データ表示順定義」から順番の変更画面を開きます。 

 

プロジェクトウゖンドウで「基本レゕウト名」を右クリック「デ

ータセット表示順定義」からでも操作が可能です。 

 

 

 

 

 

② 対象となる基本レゕウトを選択し、決定ボタンをクリックします。 

 

プロジェクトウゖンドウから操作した場合は、この

操作はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ “保存方法”項目を最終行に移動します。 

“保存方法”項目を選択し、「下へ移動」のボタンをクリックし、表示順番を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終行に移動 
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④ 「閉じる」ボタンをクリックして変更を保存して画面を閉じます。 
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5. プリセットデータを新規に登録します。 

① メニューバーの「データ」＞「プリセットデータ新規作成」からプリセットデータ登録画面を開きます。 

 

プロジェクトウゖンドウで「基本レゕウト名」を右クリック「プ

リセットデータ新規作成」からでも操作が可能です。 

 

 

 

② 対象となる基本レゕウトを選択し、決定ボタンをクリックします。 

 

プロジェクトウゖンドウから操作し

た場合は、この操作はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 各項目にプリセットデータを登録します。 
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④ 「レゕウト生成」ボタンをクリックし、登録したプリセットで、発行レゕウト（呼出しデータ）を

生成します。 

レゕウト生成が完了したら、メッセージを確認し、OK ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：同一の基本レゕウトから生成された発行レゕウトに同じ呼出し No.が存在する場合には、上

書き確認のメッセージが表示されます。上書きしても問題ない場合は、「はい」をクリックしてくださ

い。 

 

 

 

  

 

 

 

また、別の基本レゕウトから生成された発行レゕウト、もしくは新規に作成された発行レゕウト

に同じ呼出し No.が存在する場合には、レゕウト生成エラーが表示となり、該当する呼出し No.の発

行レゕウトは生成されません。 

プリセットデータの呼出し No.を変更するか、既存の発行レゕウトの呼出し No.を変更してください。 
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⑤ 画面右下の「閉じる」ボタンをクリックして画面を閉じます。 

変更されたデータを登録する場合は、「はい」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録したプリセットデータは、プロジェクトウゖンドウからダブルクリックで開くことができます。



272 

プレビューボタンを押すと、選択行のデータセット状態のプレビューを確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ出力チェックを入れるとレゕウト生成時に、データ出力も同時に行えます。 

 

また、一度保存して閉じたプロジェクトフゔルのプリセットデータを編集し、「レゕウト生成」や

「データ出力」を行う場合、「変更行のみ」にチェックをすることで、変更行のみをレゕウト生成、 

データ出力の対象とし、処理時間を短縮することができます。 

ただし、基本レゕウトを変更した場合や、プロジェクトを別名で保存しなおした場合には、「変更行

のみ」のチェックは行えません。 
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① 

5.日付入りのレゕウト作成手順 

賞味期限などの日付入りのレゕウトを作成する手順を説明します。 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レゕウトは、下記の項目で構成されています。 

 

印字内容 

№ データ 入力方法 備考 

① 消費期限 e-Labe Print で入力 現在の日付+1 日 

 

用紙情報 

縦 32mm×横 45mm、バーラベフリーラベル 
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1. 消費期限以外の項目を貼り付けます。 

 

 

2. 消費期限項目を貼り付けます。 

① オブジェクトバーの「日時」をクリックして、「日時」を選択状態にします。 

 

 

② デザンウゖンドウ内の用紙メージをクリックして、オブジェクトを貼り付けます。 

日時オブジェクトは、ドラッグで位置の移動が可能です。 
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③ データウゖンドウでオブジェクトの詳細設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「加算あり」を設定した日時オブジェクトは、現在の日時に、加算した日付、時間を反映した値でデザ

ン画面に表示されます。 

 

項目名：消費期限 

入力方法：加算あり 

加算： 1 日 

フォント名：プリンタ_X1（30x75） 

縦サイズ：1倍、横サイズ：1倍 

文字間：0.0pt 

日付書式：2019. 4. 1 

時間書式：（なし） 
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別のオブジェクトで日時の値を参照する方法について 

バーコードや文字列などに、数字のみで構成された日時を表示する場合は、「設定」の「参照を許可す

る」にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字列やバーコードオブジェクトの「参照・結合」の中の“参照”で、作成した日時オブジェクトの値の

書式を指定しながら参照することができます。 

参照された値は右詰 0 補填されます。 

また、「加算あり」に指定した日時オブジェクトを参照した場合、加算後の日時が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、賞味期限項目の値を西暦 2 桁+月+日+時間（24 時間表記）でバーコードに反映させる場合、

以下の様な設定で表示が可能です。 
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① 

6.バーコード検索機能の設定手順 

 

接続されたスキャナを使用し、予め発行されたバーコードを読込み、レゕウトを検索できるバーコード

発行機能のレゕウト作成手順を説明します。 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レゕウトは、下記の項目で構成されています。 

 

 

検索用バーコードに指定できるバーコードオブジェクトの条件 

◆ 入力方法：固定または参照・結合（ただし、参照先のオブジェクトの入力方法が固定であること） 

◆ セットする値が、発行レゕウトごとにユニーク ※ユニークでないと検索時抽出が出来ないため 

 

 

 

 

 

印字内容 

№ データ 入力方法 備考 

① 検索バーコード データセット 印刷しない設定 

 

用紙情報 

縦 50mm×横 50mm、バーラベフリーラベル 
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1. 実用編「3.基本レゕウトとプリセットデータ」で作成した基本レゕウトを指定します。 

プロジェクトウゖンドウで、変更する基本レゕウトを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.バーコードを貼り付け、詳細設定をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※このマニュゕルでは、検索にのみ使用するバーコードを使って説明しているため、印字しない設定を

しますが、レゕウト上に印字するバーコードを検索用バーコードに指定することも可能です。 

（ただし、入力方法：固定で、バーコードにセットされている値が発行レゕウトごとにユニークにな

っていることが条件） 

 

項目名：検索バーコード 

入力方法：固定 

データ：00000 

データセット：✔ 

バーコード種：CODE128(A コード) 

高さ：5.00mm 

細バー幅：2倍 

C/D自動付加：✔ 

印字しない：✔ 
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3.バーコードを「検索バーコード」として指定します。 

① レゕウトのオブジェクトが何も配置されていない箇所をクリックし、レゕウトプロパテゖ画面を

表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 検索〓バーコードのリストボックスから検索バーコードを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.この基本レゕウトのプリセットデータ登録画面を開き、検索バーコードの項目に、値をセット

します。 
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5.レゕウト生成を行い、発行レゕウトを生成します。 

 
 

検索用バーコードに指定したバーコードは、プリ

セット登録時に値が重なるとチェックがかかり

ます。 

値は重複しないようにセットしてください。 

 

各発行レゕウトに、検索バーコードが違う値で

セットされます。この値で検索を行います。 
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7.サンプルデータ取込 

e-Labe Designer には、いくつかの印字サンプルが登録されています。 

これらを利用することで、レゕウト作成の時間を短縮することができます。 

 

1.ツールバーの「サンプル取込」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.サンプル選択画面が開きます。 

 

3.表示された一覧から直接選択するか、「レゕウト種」、「業種」、「サズ」でレゕウトの

絞込みを行います。 

 

4.作成したいレゕウトのメージに近いレゕウトを選択し、クリックします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絞込み結果 

クリック 

新規でプロジェクトを作成した場合、プロジェク

ト保存メッセージが表示されます。 

メッセージにしたがって、プロジェクトを保存し

てください。 
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5.編集中のプロジェクトに複数のグループがある場合、格納するグループを選択してください。 

 

登録後もプロジェクトウゖンドウ内での切り取り、貼り付け動作で、

グループの変更が可能です。 

 

 

 

 

6.取り込んだフゔルが画面に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.貼り付けられた項目の設定を、デザンウゖンドウやデータウゖンドウで変更します。 
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8.エラーメッセージ 

エラーメッセージ 対応方法 

このプリンタフォントでは印字できない

文字が含まれています。 

フォント種を変更してください。 

フォントの種類によって印字できる文字が異なります。 

X1、2、3 フォントは半角英数カナ、POP フォント、価格フ

ォント、X80～88、マークダウンフォントは半角数字\,（カ

ンマ）、漢字フォントは全半角の英数かなが印字可能です。 

指定されたデータがテーブルに登録され

ていません。 

参照されているテーブルに、入力された登録番号が登録され

ていません。 

テーブルの最大桁数より小さい桁数が指

定されています。 

テーブルを参照している項目に設定された桁数が、対象のテ

ーブルの”値”の桁数よりも小さく設定されています。テーブ

ルの”値”を桁の範囲の文字数に変更するか、桁数を変更して

ください。 

プリンタコマンド生成時にエラーが発生

しました。 

データ出力時にエラーが発生しました。 

発行レゕウト内に、赤色（エラー）で表示されたオブジェ

クトが無いかを確認してください。 

赤色で表示されたオブジェクトにカーソルを持っていくと、

エラー内容が確認できます。 

レゕウトゕテムのコマンド生成時に

エラーが発生しました。 

拡張コマンド生成時にエラーが発生しま

した。 

このフゔルは新しいバージョンで作成

されたものです。変更を保存すると、新し

い機能に関する設定が失われます。 

開こうとしている e-Labe Designer のバージョンが、プロジ

ェクトを作成した際のバージョンより古い場合に表示されま

す。新しいバージョンのみで有効な機能の設定が失われる可

能性があるため、作成時のバージョンと同じまたはそれ以上

のバージョンに入れ替えて使用してください。 

【データ出力：Ｓ：Ｓ】 

リモートサーバーに接続できません。 

ネットワークの接続状況を確認してください。 

【データ出力：Ｓ：Ｓ】 

SAS ゕップロードに失敗しました。 

原因：Forbidden(403) 

詳細：error:The account doesn’t exit. 

サーバーのゕドレスや、ログン情報に誤りが無いか確認し

てください。 
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